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地域の方と皆さんと支援する人と!!

地域で生まれる
「ひとのわ」

これから住む「まち」特別編

北六番丁復興公営住宅レポート
住まいのコラム／被災地レポート／続ける支援
まちの語り場／読者からひとこと／記憶の写真館



｜表｜紙｜の｜ひ｜と｜

平山尋昭さん　造子さん 親子　

平山尋昭さんの父親は機械購入の負担軽減を考え、宮城野区岡田の新浜

地域で共同農業を30年程前から進めていました。会社勤めをしていた尋

昭さんはその遺志を継ぎ、現在は地域の仲間と共に農業に専念していま

す。津波被害で施設も農機具も流されて何も無い中、市から設備や機械

のリースなどを受け、今年は10町歩を作付しました。

待ちに待った収穫は、田植え時期が 5月22日と遅かったことと、除塩を

した田んぼでの3年ぶりの稲作ということが心配でしたが、「以前と同じ出

来映えにほっとした」と、安堵の表情で語ります。

来年は地域の多くの方に協力を仰ぎながら、力を合わせて70町歩程度

まで作付を広げる予定です。

農業の将来について、地域の若手世代の兄貴分である尋昭さんは、「さら

なる作業の効率化を考えないといけない」と、広がる田んぼを眩しそうに

眺めて話します。母親の造子さんは、「お父さんたちの跡を受け継いで欲

しい。それに尽きる」と、若い世代の農業人たちのこれからを見守ります。

　
震
災
復
興 

地
域
か
わ
ら
版「
み
ら
い
ん
」は
、
復
興
に
向
か

う
仙
台
市
東
部
沿
岸
地
域
の
現
在
の
様
子
、
仮
設
住
宅
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
生
活
再
建
に
資
す
る
情
報
な
ど
を
お

届
け
す
る
た
め
に
、二
〇
一
一
年
十
二
月
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

「
み
や
ぎ
の
版
」「
わ
か
ば
や
し
版
」「
た
い
は
く
版
」を
月
一
回

発
行
し
、
こ
れ
ま
で
に
二
十
三
号
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
今
号
は
、
住
ま
い
の
再
建
の
場
と
な
る
移
転
先
宅
地
や
復

興
公
営
住
宅
周
辺
の
地
域
情
報
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創

生
と
い
う
テ
ー
マ
も
含
め
た
形
で
、
仙
台
市
全
域
版
の「
み
ら

い
ん
」を
お
届
け
し
ま
す
。

　
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
情
報
紙
と
し
て
、
応
援
の

言
葉
を
み
つ
け
る
冊
子
と
し
て
、
ま
た
は
ほ
っ
と
ひ
と
息
つ

く
時
の
読
み
物
と
し
て…

。
本
紙
が
少
し
で
も
お
役
に
立
て

れ
ば
幸
い
で
す
。

「
み
ら
い
ん
」編
集
部
一
同
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住まいの
コラム

住
ま
い
づ
く
り
は

　話
し
合
い
か
ら
！

家
族
全
員
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う

　
食
事
を
し
な
が
ら
な
ど
で
は
な
く
、少
し

改
ま
っ
た
雰
囲
気
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　最初
に
家
族
全
員
の
希
望
を
出
し
合
っ

て
み
ま
す
。家
族
の
中
で
も
年
齢
や
職
業
に

よ
っ
て
生
活
パ
タ
ー
ン
が
異
な
り
ま
す
か

ら
、住
ま
い
に
対
す
る
考
え
方
は
違
っ
て
き

ま
す
。実
現
可
能
か
ど
う
か
は
後
回
し
に
し

て
、ま
ず
、家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
尊
重

し
て
お
互
い
に
話
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

何
度
も
話
し
合
い
ま
し
ょ
う

　
毎
週
土
曜
日
の
朝
な
ど
、家
族
全
員
が
揃

い
や
す
い
時
間
帯
を
選
ん
で
定
期
的
に
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。「
今
日
は
風
呂
場
と
台

所
に
つ
い
て
一
時
間
」な
ど
、テ
ー
マ
と
時

間
を
決
め
て
お
く
の
も
良
策
で
す
。

結
果
を
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う

　部屋
数
や
間
取
り
、和
風
か
洋
風
か
、特

徴
的
な
こ
だ
わ
り
が
あ
る
か
な
ど
を
ま
と

め
ま
す
。「
こ
れ
だ
け
は
実
現
し
た
い
」と
い

う
特
徴
が
あ
れ
ば
列
記
し
ま
す
。例
え
ば
、

ピ
ア
ノ
専
用
の
部
屋
、魚
を
さ
ば
く
大
き
な

シ
ン
ク
、仏
間
や
床
の
間
が
あ
る
和
室
、広

く
て
安
心
な
風
呂
場
、な
ど
で
す
。手
描
き

で
も
か
ま
わ
な
い
の
で
、図
面
を
描
い
て
み

る
こ
と
も
大
事
で
す
。ま
た
、家
の
内
部
だ

け
で
は
な
く
、外
構
の
考
え
方
、植
栽
の
種

類
、庭
の
つ
く
り
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の

希
望
も
列
記
し
ま
し
ょ
う
。

専
門
家
に
相
談
す
る

　家族
の
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
ら
、住
宅

メ
ー
カ
ー
や
建
築
家
に
相
談
し
ま
す
。自
分

た
ち
の
希
望
す
る
住
ま
い
に
合
っ
た
工
法

（
木
造
・
鉄
骨
造
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
）

や
業
者
を
選
定
し
ま
す
。

実
際
に
家
を
見
て
み
る

　住宅
展
示
場
や
メ
ー
カ
ー
見
学
会
を
利

用
し
た
り
、建
築
家
の
建
て
た
家
や
友
人
知

人
宅
を
見
学
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、住
ま
い
に
対
す
る
家
族
の

希
望
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
で
、メ
ー
カ
ー

な
ど
と
の
話
し
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み

ま
す
。建
物
内
部
の
使
用
部
材
な
ど
は
、資

金
計
画
に
基
づ
い
た
予
算
か
ら
そ
の
範
囲

が
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

監修／宮城県建築住宅センター　http://www.mkj.or.jp/

住
ま
い
づ
く
り
、ま
ず
何
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
か
。い
き
な
り
住
宅
メ
ー

カ
ー
や
専
門
家
に
相
談
す
る
前
に
、家
族
で
十
分
に
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と

が
、新
居
へ
の
近
道
で
す
。住
居
に
対
す
る
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
ま
と

め
る
こ
と
が
、住
ま
い
づ
く
り
へ
の
効
率
的
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

ヒ
ン
ト

　現在
の
家
族
状
況
に
基
づ
い
た
プ
ラ
ン

だ
け
で
な
く
、将
来
の
家
族
構
成
や
生
活
パ

タ
ー
ン
に
つ
い
て
も
分
か
る
範
囲
で
話
し

合
う
と
、増
改
築
の
必
要
性
な
ど
も
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
す
。

ヒ
ン
ト

　家族
で
話
し
合
い
を
す
る
際
に
は
、今
ま

で
住
ん
で
い
た
家
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
、

家
族
全
員
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
で
き
ま
す
。

台
所
は
以
前
よ
り
広
く
し
た
い
と
か
、階
段

の
形
状
は
以
前
の
ま
ま
が
良
い
と
か
、分
か

り
や
す
い
比
較
対
象
が
あ
れ
ば
、よ
り
具
体

的
な
プ
ラ
ン
を
立
て
や
す
く
な
り
ま
す
。

ヒ
ン
ト

　
こ
こ
ま
で
の
話
し
合
い
を
ま
と
め
る
こ
と

で
、実
際
に
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
設
計
者
と

の
話
し
合
い
が
進
め
や
す
く
な
り
ま
す
し
、

建
築
方
法
や
構
造
が
絞
ら
れ
ま
す
。ま
た
、モ

デ
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
を
見
学
す
る
際
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
が
は
っ
き
り
し
ま
す
。さ
ら
に
、

こ
の
間
に
金
融
機
関
な
ど
と
相
談
し
て
資
金

計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

参

　考
　数世
帯
が
ま
と
ま
っ
て
の
移
転
を
希
望
し

て
い
る
方
に
は
、『
共
同
発
注
』と
い
う
方
法

も
あ
り
ま
す
。同
じ
地
区
で
同
じ
時
期
に
同

じ
住
宅
メ
ー
カ
ー
を
希
望
し
て
い
る
人
が
共

同
で
発
注
す
る
方
法
で
す
。こ
の
方
法
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、建
築
費
用
の
減
額
や
工
期

の
短
縮
が
望
め
ま
す
。留
意
す
べ
き
点
は
、

メ
ー
カ
ー
が
限
ら
れ
る
こ
と
と
建
築
す
る
時

期
の
調
整
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
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　仙台
バ
イ
パ
ス
か
ら
産
業
道
路
を
東
に
向
か

う
と
、
仙
台
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
、
仙
台
東

部
道
路
に
沿
っ
て
南
西
側
に
位
置
す
る
の
が
荒

井
東
地
区
で
す
。
二
〇
一
五
年
度
に
開
通
予

定
の
地
下
鉄
東
西
線
荒
井
駅（
仮
称
）の
建
設

と
並
行
し
て
土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
ん
で

お
り
、
水
田
が
広
が
る
風
景
か
ら
、
近
代
的

な
街
区
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
荒
井
東
地
区
で
は
、
復
興
公
営
住
宅

（
写
真
①
）が
建
設
中
で
、
住
宅
の
設
備
や
内

装
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
防
災
集

団
移
転
用
の
宅
地
は
、
五
十
一
区
画
を
整
備

し
て
お
り
、
今
年
九
月
か
ら
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　駅、
商
業
施
設
、
医
療
･
福
祉
施
設
、
公

共
施
設
な
ど
が
徒
歩
圏
内
に
収
ま
る
コ
ン
パ
ク

ト
タ
ウ
ン
を
目
指
し
て
い
て
、
北
か
ら
南
に
、

駅
前
賑
わ
い
ゾ
ー
ン
・
防
災
拠
点
ゾ
ー
ン
・
住

居
ゾ
ー
ン
と
並
び
、
こ
れ
ら
ゾ
ー
ン
を
緑
豊
か

な
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
で
貫
く
計
画
に
な
っ
て
い

ま
す
。　地下

鉄
駅
や
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
隣
接
し
、
街
の
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
ま
っ
た
地
区
で
、
新
し
い
仙
台
市
東
部
に
相

応
し
い
玄
関
口
に
な
る
ま
ち
で
す
。

東
部
地
区
の
玄
関
口
と
な
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ま
ち
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玄
関
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玄
関
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こ れ か ら 住 む 「 ま ち 」❶こ れ か ら 住 む 「 ま ち 」❶こ れ か ら 住 む 「 ま ち 」❶

荒 井 東 地 区
今後の住まいの選択肢として、防災集団移転促進事業に
よる移転や、復興公営住宅への入居などがあります。ここ
では、皆さんの入居に向けて整備が進められる地区の様
子と、周辺にお住まいの方の声をお届けします。

育児施設や医療機関が徒歩圏内。
スーパーや金融機関も身近で、

子育てファミリーからシルバー世帯まで、
安心・便利に暮らせるエリアです。

ま ち の 施 設

　「健康元気」をモットーに近郊農家の野菜をはじめ、新鮮で
お値ごろな生鮮品を取り揃え、地域の方の食生活を豊かにす
るべく、年中無休で営業しています。クリーニング店、フラワー
ショップ、七十七銀行ATM、宝くじ売場を併設しています。

若林区荒井字大場伝45-3
022-288-8833
営業時間／9:30～22:00
（日曜日は9:00～）
休業日／無休

ヤマザワ荒井店

　1957年に幼児学級がスタートしてから「地域の幼稚園」と
して親しまれている七郷幼稚園。「心を育てるゆたかな保育」
をモットーに、明るく元気な子どもを育てています。親子一
緒の活動や園児の預かり保育も行っています。

若林区荒井初田1-1
022-288-7773

七郷幼稚園

　JA仙台では、組合員や地域にお住まいの方々の復興を、
全力を挙げて支援しています。七郷支店では毎月21日（休
業日の場合は前営業日）に「農とくらしの相談会」を開催し、
震災復興に関する相談に応対しています。

若林区荒井字畑中68
022-288-5031

JA仙台　七郷支店

　わかりやすく丁寧な説明に定評があるクリニック。内科、小
児科、外科、肛門科の診療科目のほか、乳児健診、予防接種
を行っています。また、携帯電話やパソコンから、予約や待ち
状況の確認ができるインターネットサービスが利用できます。

若林区荒井字高屋敷26-3
022-288-8777
診療時間／8:30～12:00、
14:00～18:00
休診日／木曜日・土曜日午後、日曜日、祝日

はなクリニック

　「隣合う下荒井地区と荒井東地
区は、各地区の住居同士が接する

ことになりますから、当然住民同士の交流が多くなると思い
ます。荒井東地区にできるであろう町内会や各団体と、早め
に協力体制を取れればよいと考えています」

　「六丁の目は昔からの農家を中
心に、マンションやアパートも増え

ました。新しい住民とよい関係を作るには、高齢者から子ど
もまで楽しめるような工夫が必要です。荒井東地区も住民中
心のまちづくりになるよう、私どもも応援します」

下荒井町内会会長
下荒井地区民生・児童委員

堀江達郎さん

七郷地域包括支援センター所長
保健師

矢野直美さん

中荒井地区民生・児童委員

庄子惠子さん

六丁の目町内会会長

　「震災をきっかけにして、核家族
化が進んでいると思います。同時

に、環境の変化が高齢者へ与える影響を心配しています。
七郷地区では、住民と移転してこられる方の間に壁をつくら
ないように心がけて活動しています」

　「現在3名のスタッフで七郷中学
校区を担当しています。七郷は、

町内会の役員さんや民生委員さんが地域福祉に対して大変
熱心なところですから、これから住む方々とも協力しあいな
がら共に活動したいです」

加藤正敏さん

かつて、どこまでも水田が広がっていた荒井東地区は、
『共助』の精神が地域をつないできました。
新しく地域の仲間入りをする皆さんと共に、
『助け合いのまち』はさらに発展します。

ま ち に 住 む ひ と
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荒井東地区 バス停

町内会の名称復興公営住宅

公園

地名

復興公営住宅

七郷
　小学校

七郷
中学校
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　上流
を
広
瀬
橋
、
下
流
を
千
代
大
橋
に
挟

ま
れ
た
広
瀬
川
沿
い
に
面
し
て
い
る
若
林
地

区
。
古
く
は
農
業
が
盛
ん
で
、
見
渡
す
限
り

畑
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
民
家
が

立
ち
並
ぶ
住
宅
街
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　地区
の
メ
イ
ン
通
り
と
な
っ
て
い
る
井
土
長

町
線
沿
い
に
は
郵
便
局
や
金
融
機
関
、
小
売

店
な
ど
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
若
林
二
丁
目
か
ら

仙
台
駅
ま
で
バ
ス
で
約
十
三
分
と
街
中
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
良
好
で
あ
り
な
が
ら
、
自
然
を
感

じ
ら
れ
る
こ
と
も
地
域
の
特
徴
で
す
。
広
瀬

川
河
川
敷
の
広
瀬
川
若
林
緑
地
で
は
、
地
域

の
方
々
が
散
歩
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　そん
な
若
林
地
区
に
建
設
中
の（
仮
称
）若

林
西
復
興
公
営
住
宅（
写
真
①
）は
、
交
流
・

避
難
拠
点
と
な
る
開
放
的
な
広
場
と
、
入
居

者
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
民
間
企
業
と
の
複

合
開
発
が
特
徴
で
す
。
三
棟
百
五
十
二
戸
の

う
ち
一
棟
の
二
十
七
戸
は
ペッ
ト
を
飼
育
し
て
い

る
方
が
入
居
可
能
。
現
在
、
一
号
棟
は
屋
上

階
の
床
を
施
工
中
、
二
号
棟
は
五
階
の
床
を

施
工
中
、
三
号
棟
は
三
階
の
柱
・
床
を
施
工

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
棟
で
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す（
二
〇
一
三
年
九
月
末
現
在
）。

二
〇
一四
年
三
月
中
旬
頃
に
は
広
場
、
集
会
所

も
含
め
、
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

街
中
と
自
然
が
身
近
な
エ
リ
ア

街
中
と
自
然
が
身
近
な
エ
リ
ア

街
中
と
自
然
が
身
近
な
エ
リ
ア

こ れ か ら 住 む 「 ま ち 」❷こ れ か ら 住 む 「 ま ち 」❷こ れ か ら 住 む 「 ま ち 」❷

若 林 地 区
伝統と自然が息づくまち。
昔ながらの個人商店のほか
新たな商業施設もオープンし

まちは一層の賑わいを見せています。

ま ち の 店 ・ 施 設

　1991年に開館した市民センターは、児童館も併設されて
おり、幅広い年代の方々に利用されています。町内会の会
合やサークル活動に活用されるほか、さまざまなイベントや
講座が催され、地域住民の集いの場になっています。

若林区若林3-15-20
022-282-4541
開所時間／9:00～21:00
休館日／月曜日・祝日の翌日

若林市民センター

　今年10月にオープンしたばかりの複合商業施設。食品
スーパーのヨークベニマル、ドラッグストアのカワチ、100
円ショップのセリアのほか、美容室やリラクゼーション店など
のテナントも入っています。

若林区若林2-7-35（ヨークベニマル）
電話番号、営業時間、定休日は各店
舗により異なります

ゼライスタウン若林

　1954年に開校し、進んで学ぶ子どもの育成に力を入れて
いる若林小学校。地域とのつながりを大切にしており、地域
の方が講師となって昔遊びや伝統七夕づくりの授業を行うな
ど、交流を深めています。

若林区若林4-3-1
022-286-2735

若林小学校

若林区若林2-1-3
022-286-5103
例祭日　4月29日

　京都伏見稲荷神社の分霊を勧請し建立されました。伊達
政宗公が江戸へ参勤の折、道中の安全を祈願したことから
旅立稲荷と呼ばれるようになり、現在も旅行安全、交通安全
の神様として地域の方々から親しまれています。

旅立稲荷神社

　「若林地区では、防災に力を入
れています。各町内会ではもちろ

んですが、地区全体として避難所運営に重点をおいた役割
を決め災害に備えています。同じ地区の住民として新しく転
居してきた方々をサポートしていきたいですね」

　「1969年の設立当時から地域
交流のために茶話会を続けていま

す。現在は茶話会と、借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの
方向けのサロンを月に1度ずつ開催しています。多い時には
60人も参加するほど盛況です。皆様もご参加ください」

若林広瀬親交町内会会長
若林地区町内連合会副会長（防災担当）

遠藤幸雄さん

仙台南地区交通安全協会若林支部支部長

櫻田孝さん
たびだち

若林地区町内連合会婦人部代表
福祉委員

渡辺幸子さん

若林地区社会福祉協議会会長

　「運動会や敬老会、祭り、防災
訓練などの地区をあげての催しを

お手伝いしています。運動会では伝統の若林音頭を踊るの
ですが、地区の皆さんが参加するんですよ。各町内会の垣
根を超えて、親交の深い地域です」

　「私たちは若林地区の皆さんと
ともに交通死亡事故0を目標に、

街頭での交通指導やチラシ配布など、マナーアップのための
啓蒙活動に取り組んでいます。活動には地域の方も参加し
てくださっています。とても協力的で住みよいまちですよ」

安達勝さん

農業の営みから住宅街へ。
まちの趣が変わっても
地域住民のつながりは

途絶えることはありません。

ま ち に 住 む ひ と
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若林東光会

若林泉親交

若林一丁目

若林東栄会

若林市営住宅

若林四丁目

復興公営住宅 バス停

町内会の名称広瀬川若林緑地 地名

若林市民センター
若林児童館

千代大橋

広瀬橋

しまむら

若林幼稚園

若林一郵便局

やまや

旅立稲荷神社

若林若竹

若林中央

松原第一

若林広瀬

若葉

若林東

仙
台
バイパス

井土長町線

広瀬川

長
町
駅

長
町
駅

長
町一丁
目
駅

東
北
本
線

東
北
新
幹
線

地
下
鉄
南
北
線 宮城第一信用金庫

広瀬川若林緑地

復興公営住宅

若林
小学校

ゼライス
タウン若林
ゼライス
タウン若林
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の
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九
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現
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こ れ か ら 住 む 「 ま ち 」❷こ れ か ら 住 む 「 ま ち 」❷こ れ か ら 住 む 「 ま ち 」❷

若 林 地 区
伝統と自然が息づくまち。
昔ながらの個人商店のほか
新たな商業施設もオープンし

まちは一層の賑わいを見せています。

ま ち の 店 ・ 施 設

　1991年に開館した市民センターは、児童館も併設されて
おり、幅広い年代の方々に利用されています。町内会の会
合やサークル活動に活用されるほか、さまざまなイベントや
講座が催され、地域住民の集いの場になっています。

若林区若林3-15-20
022-282-4541
開所時間／9:00～21:00
休館日／月曜日・祝日の翌日

若林市民センター

　今年10月にオープンしたばかりの複合商業施設。食品
スーパーのヨークベニマル、ドラッグストアのカワチ、100
円ショップのセリアのほか、美容室やリラクゼーション店など
のテナントも入っています。

若林区若林2-7-35（ヨークベニマル）
電話番号、営業時間、定休日は各店
舗により異なります

ゼライスタウン若林

　1954年に開校し、進んで学ぶ子どもの育成に力を入れて
いる若林小学校。地域とのつながりを大切にしており、地域
の方が講師となって昔遊びや伝統七夕づくりの授業を行うな
ど、交流を深めています。

若林区若林4-3-1
022-286-2735

若林小学校

若林区若林2-1-3
022-286-5103
例祭日　4月29日

　京都伏見稲荷神社の分霊を勧請し建立されました。伊達
政宗公が江戸へ参勤の折、道中の安全を祈願したことから
旅立稲荷と呼ばれるようになり、現在も旅行安全、交通安全
の神様として地域の方々から親しまれています。

旅立稲荷神社

　「若林地区では、防災に力を入
れています。各町内会ではもちろ

んですが、地区全体として避難所運営に重点をおいた役割
を決め災害に備えています。同じ地区の住民として新しく転
居してきた方々をサポートしていきたいですね」

　「1969年の設立当時から地域
交流のために茶話会を続けていま

す。現在は茶話会と、借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの
方向けのサロンを月に1度ずつ開催しています。多い時には
60人も参加するほど盛況です。皆様もご参加ください」

若林広瀬親交町内会会長
若林地区町内連合会副会長（防災担当）

遠藤幸雄さん

仙台南地区交通安全協会若林支部支部長

櫻田孝さん
たびだち

若林地区町内連合会婦人部代表
福祉委員

渡辺幸子さん

若林地区社会福祉協議会会長

　「運動会や敬老会、祭り、防災
訓練などの地区をあげての催しを

お手伝いしています。運動会では伝統の若林音頭を踊るの
ですが、地区の皆さんが参加するんですよ。各町内会の垣
根を超えて、親交の深い地域です」

　「私たちは若林地区の皆さんと
ともに交通死亡事故0を目標に、

街頭での交通指導やチラシ配布など、マナーアップのための
啓蒙活動に取り組んでいます。活動には地域の方も参加し
てくださっています。とても協力的で住みよいまちですよ」

安達勝さん

農業の営みから住宅街へ。
まちの趣が変わっても
地域住民のつながりは

途絶えることはありません。

ま ち に 住 む ひ と
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こ れ か ら 住 む 「 ま ち 」 特 別 編こ れ か ら 住 む 「 ま ち 」 特 別 編こ れ か ら 住 む 「 ま ち 」 特 別 編

北六番丁復興公営住宅レポート
今年4月、仙台市ではじめて整備された北六番丁復興公
営住宅。ここに、被災された12世帯が恒久的な住まいを構
えました。ここでは、その住まいの間取りや設備のご紹介
と共に、お住まいの方のコメントをお届けします。

洋間
4.8帖

洋間
6帖

洋間
5.5帖

便所

洗面

物入物
入

玄関

浴室

押入

　室内にはバリアフリー
用の手すりが付いていま
す。引き戸は反対からも
開くので、掃除が楽にで
きちゃいます。

ストレス知らずの室内
掃除も楽々の広さ

　部屋に上がる際の段
差はほとんどありませ
ん。間口も十分に広い
ので、車椅子での出入り
も楽々です。

玄関はバリアフリー
下駄箱の設置もＯＫ

　浴室の入り口は段差
がなく安全。追炊機能
も付いています。湯の
温度調整はキッチンに
あるパネルでも可能。

手すりが付いて安心
24時間換気で湿気知らず

　京子さんの寝室兼趣
味の編み物部屋として
使用中。取り付け口もあ
るので、エアコンを設置
することも可能です。

コンパクトながらも
多用途に使える洋間

　和室にある押入は天
袋付きの大容量です。
ほか、玄関と浴室隣に
も収納スペースあり。用
途に応じて使い分けを。

季節の衣類のほか
布団などの収納も可能

　台所から続く２間続きの洋室は、角部屋というこ
ともあり採光も十分。各お部屋には窓と空気孔を
設置。窓を閉めたままでも湿気の調整ができます。
バルコニー側の洋間にはエアコン取り付け口がある
ので、設置は簡単。エアコンは各自で持ち込みます。

開放感ある２つの洋間　窓も大きく明るい室内

　間取りのほぼ中央に位置し、台所としてだけで
はなく、食事室として使用することもできます。
インターホンが備え付けられているので、訪問販
売などへの対応も安心。キッチン設備も充実。シ
ンクはほどよい大きさで使い勝手も◎。もちろん
給湯器も付いています。

キッチン設備が充実　使い勝手の良いスペース

　間取りの中で唯一の
畳があるスペースになり
ます。洋間・和室の照
明器具は全て持ち込み
で取り付けます。

い草の香りが落ち着く
日本人に欠かせない部屋

佐藤さん宅の
バルコニーでは
アサガオを
育てています

郵便受けのほか掲示板スペースもあり。エレベーターも完備

※この部屋の間取りは復興公営住宅の一例です。今後整備されるすべての復興公営住宅が同様の間取り・設備となるとは限りませんのでご留意ください

震災前から建替え工事を行っていた市営住宅のうち12戸が、
復興公営住宅として被災された世帯に供給されました

建替え後に大きくなった集会所では交流イベントなどを実施

佐
藤

　京子
さ
ん

佐
藤
ゆ
う
子
さ
ん

　
「
佐
藤
さ
ん
た
ち
が
来
て
く
れ

て
、
共
用
部
の
お
掃
除
の
時
も
活

気
が
で
て
き
た
み
た
い
」と
ほ
ほ
笑

む
の
は
、
親
の
世
代
か
ら
こ
こ
に

住
む
北
六
住
民
会
の
江
尻
正
子
会

長（
写
真
右
端
）。「
新
し
く
こ
ら

れ
た
方
は
、
皆
さ
ん
協
力
的
。
サ

ロ
ン
や
紙
芝
居
を
一
緒
に
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
ね
」。（
江
尻
会
長
）

バルコニー

和室
4.5畳

台所

トイレ共用部

集会所

玄　関

浴　室

洋　間

地域とのつながり

押　入

洋　間

キッチン

和　室

　
　

住
ん
で
み
て
わ
か
っ
た
こ
と

　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
が
充
実

し
て
い
ま
す
。
最
初
か
ら
手
す

り
な
ん
か
も
付
い
て
い
る
ん
で
す

よ
。
各
お
部
屋
へ
の
移
動
が
し
や

す
い
点
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
　

あ
る
と
便
利
な
も
の

　
　
　

　
　

荷
物
が
多
い
の
で
、
収
納
家

具
な
ど
で
補
っ
て
い
ま
す
。
意
外

に
湿
気
も
多
い
の
で
、
防
湿
ア
イ

テ
ム
な
ど
を
使
い
し
っ
か
り
除
湿

し
て
い
ま
す
。

　
　

入
居
し
て
の
ご
感
想
は
？　

　
　

や
っ
ぱ
り
ホ
ッ
と
し
ま
し
た

よ
。
顔
な
じ
み
の
方
も
増
え
て

き
て
、
よ
く
挨
拶
も
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
を
楽
し

く
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

北六番丁
復興公営
住宅 4K

今年4月に完成

A QA QA Q

バルコニー

カーテン
レールは
最初から
設置済み

和室以外は
フローリング

使いこなせば
便利な
インターホン

キッチンに
いながら
パネルで
お風呂が
沸かせます

バリアフリーで
段差が無いので
水の逆流には
注意！

タ
イ
プ

こ
の
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特　集

被災された方々が現在仮住まいをしている地域、またはこれから恒久的に住む地域で、
「ひとのわ」を築く交流活動が生まれています。地域の方（町内会・民生委員・地区社会
福祉協議会（以下、地区社協）など）、支援する方（自治体、支えあいセンター、市民セン
ター、包括支援センターなど）、そして皆さんがひとつにつながる取り組みを紹介します。

田子市民センター×移転する方×地域の方

田子市民センター
「きずなステーション」

宮城野区
田子

地域の方×移転する方×片平市民センター

「片平地区まちづくり会」

片平市民センター
渡邉　操さん

田子市民センター
林　裕子さん

地域ボランティア
木村良寛さん

田子市民センター
遠藤みよ子さん

片平地区まちづくり会
今野　均会長

片平市民センター
八嶋敏郎館長

青葉区
片平

林さんが手にしているのは、地域と移転する方をつなぐ目的で今年6月から偶数月に発行している
「田子きずな通信」。11月のお茶会参加希望者は田子市民センター022-254-2721まで問い合わせ

手にしているのは完成した「ウェルカム片平」。全68ページ、フルカラーで、2000部発行されました。
冊子に関する問い合わせは片平市民センター022-227-5333まで

　
宮
城
野
区
田
子
地
域
の
復
興
公
営
住
宅

や
戸
建
住
宅
用
地
に
は
、
今
後
被
災
さ
れ
た

約
六
百
世
帯
が
移
転
す
る
予
定
で
す
。
田
子

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
移
転
す
る
方
と
地
域

の
方
が
う
ま
く
つ
な
が
れ
る
よ
う
な
役
割
に

寄
与
す
る
事
業
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
五
ヵ

年
計
画
で「
き
ず
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
う

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
の
移

転
時
期
に
配
慮
し
、
私
た
ち
も
長
期
的
な
考

え
方
で
、
そ
の
時
々
に
必
要
な
体
制
で
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
」と
、
職
員
の
林
さ

ん
。
手
始
め
の「
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス 

卓
球
」

初
日
は
、
卓
球
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座

を
受
講
し
た
十
六
名
の
ほ
か
に
、
地
域
住
民

な
ど
六
名
が
初
参
加
。
そ
の
中
に
は「
田
子

き
ず
な
通
信
」を
見
た
蒲
生
出
身
の
方
が

さ
っ
そ
く
参
加
し
、
田
子
の
皆
さ
ん
と
運
動

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。
十
一
月
二
十
日

に
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
を
教
わ
る
お
茶

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
青
葉
区
片
平
地
区
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な

り
、
二
〇
一
〇
年
に
立
ち
上
が
っ
た「
片
平
地

区
ま
ち
づ
く
り
会
」。
片
平
に
復
興
公
営
住

宅
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
を
契
機
に
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク「
ウ
ェ
ル
カ
ム
片
平
」を
制
作
し
ま
し

た
。「
地
元
を
知
る
こ
と
で
愛
を
深
め
よ
う
」

と
、
自
ら
取
材
し
、
歴
史
や
現
在
の
様
子
を

取
り
ま
と
め
た
地
域
誌「
片
平
地
区
平
成
風

土
記
」を
元
に
、
新
た
に
防
災
マ
ッ
プ
や
施
設

紹
介
を
掲
載
。
よ
り
生
活
に
役
立
つ
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
二
月
、
片
平
の
借
り

上
げ
民
間
賃
貸
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
に
配

布
。
今
後
、
復
興
公
営
住
宅
に
移
転
し
て
く

る
方
に
も
配
布
予
定
で
す
。

　
会
長
を
務
め
る
今
野
均
さ
ん
は
、「
住
ん
で

い
る
時
間
の
長
さ
は
関
係
な
い
で
す
。
新
し

い
住
民
の
方
に
も
片
平
を
好
き
に
な
っ
て
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
」と
、
優
し
い
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し

た
。

地域ボランティア
大場美智子さん
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地域の方 と皆 さ ん と支 援 す る 人 と ! !

地域で生まれ る「 ひとのわ 」

田子市民センター
「きずなステーション」

山田市民センター
「民謡・絆・ひまわりの会」

泉中央地区社協
「みなし仮設入居者

向けサロン」

片平地区まちづくり会

南材地区
「住民と仮設入居者との

交流活動」

運動教室
「にこにこ元気会」
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地域で生まれ る「 ひとのわ 」

田子市民センター
「きずなステーション」

山田市民センター
「民謡・絆・ひまわりの会」

泉中央地区社協
「みなし仮設入居者

向けサロン」

片平地区まちづくり会

南材地区
「住民と仮設入居者との

交流活動」

運動教室
「にこにこ元気会」



　
太
白
区
西
中
田
市
営
住
宅
で
は
、
一
部
が

借
り
上
げ
公
営
住
宅
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に

運
動
教
室「
に
こ
に
こ
元
気
会
」を
開
始
し

ま
し
た
。
太
白
区
家
庭
健
康
課
を
中
心
に
、

仙
台
市
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
や
中
田
西
部
地

区
社
協
、
西
中
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
連
携
し
た
事
業
で
し
た
が
、
今
で
は
地
域

の
方
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
、
進
行
役
を
務

め
る
な
ど
、
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
遠
藤
涼
子
さ
ん
は「
被
災

し
て
転
居
し
て
き
た
方
も
、
元
か
ら
の
地
域

住
民
も
、
区
別
す
る
こ
と
な
く
同
じ
地
域
に

住
む
人
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
」と
語

り
ま
す
。
参
加
者
の
お
一
人
は「
な
か
な
か

地
域
の
輪
に
入
れ
ず
に
い
ま
し
た
が
、
会
を

通
し
て
顔
な
じ
み
に
な
っ
て
、
今
で
は
お
裾

分
け
し
合
う
よ
う
な
仲
に
な
れ
ま
し
た
」と
、

笑
顔
を
の
ぞ
か
せ
ま
し
た
。
参
加
者
皆
さ
ん

の
体
だ
け
で
は
な
く
心
も
元
気
に
。
に
こ
に

こ
元
気
会
の
活
動
は
続
き
ま
す
。

太白区
西中田

南材地区町内会連合会＆南材地区社協
×参加者×若林区社協

南材地区「住民と仮設入居者
との交流活動」

若林区
南材地区

太白区家庭健康課×仙台市健康増進センター×
参加者×地域サポーター×中田西部地区社協×
西中田地域包括支援センター

運動教室「にこにこ元気会」

体操を終えて、スッキリとした笑顔を浮かべる皆さんです

交流のきっかけとなった地域の広報誌「南材地区だより」を手に笑顔の皆さん

　
「
は
い
掛
け
声
！
」「
ア
〜
ソ
レ
ソ
レ
♪
」。

津
軽
三
味
線
奏
者
の
江
戸
川
仁
さ
ん
と
民
謡

を
楽
し
む
方
々
と
の
や
り
取
り
が
会
場
に
響

き
渡
り
ま
す
。
太
白
区
山
田
市
民
セ
ン
タ
ー

主
催
の
、
被
災
さ
れ
た
方
と
地
域
の
方
を
結

ぶ
市
民
企
画
講
座「
絆
カ
フ
ェ
」に
、
震
災
を

機
に
石
巻
市
か
ら
太
白
区
羽
黒
台
へ
移
転
し

た
江
戸
川
さ
ん
を
招
い
た
こ
と
か
ら
新
た
な

サ
ー
ク
ル
活
動「
民
謡
・
絆
・
ひ
ま
わ
り
の
会
」

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
地
域
の
市
民
企
画
委
員

も
支
援
し
二
十
八
名
が
在
籍
、
月
に
二
回
活

動
し
て
い
ま
す
。「
一
般
的
な
交
流
会
だ
と
地

域
や
支
援
者
主
導
で
被
災
さ
れ
た
方
を
支
援

し
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は『
お
世
話
し
て
く
れ

た
地
域
に
恩
返
し
を
し
た
い
』意
志
を
持
っ

た
江
戸
川
さ
ん
を
慕
う
交
流
会
」と
職
員
の

高
橋
惠
子
さ
ん
。
民
謡
の
力
が
人
を
つ
な
ぎ

ま
す
。
先
般
出
来
上
が
っ
た
会
の
唄
を「
い
つ

か
太
白
区
民
皆
で
唄
え
る
よ
う
に
な
り
た

い
」と
希
望
を
胸
に
す
る
皆
さ
ん
で
す
。

山田市民センター×移転した方×地域の方

山田市民センター
「民謡・絆・ひまわりの会」

太白区
山田

　
「
向
こ
う
岸
か
ら
流
れ
る
灯
篭
を
見
て
、

あ
っ
あ
れ
が
私
の
描
い
た
灯
篭
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
」と
語
る
の
は
、
岩
手
県
大
槌
町
で

被
災
し
た
古
澤
功
三
さ
ん
で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
大
槌
を
思
わ
な
い
日
は
な
か
っ

た
で
す
。
特
に
震
災
で
五
十
年
来
の
親
友
を

失
っ
た
こ
と
が
悲
し
く
て
辛
く
て
。
そ
の
思

い
を
灯
篭
に
込
め
ま
し
た
」と
、
妻
の
ミ
サ

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　
今
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
地
域
の
夏
祭
り

で
灯
篭
流
し
を
企
画
し
た
泉
中
央
地
区
社
協

の
木
村
和
夫
さ
ん
は「
泉
中
央
に
避
難
さ
れ

て
い
る
方
に
、
地
域
住
民
と
し
て
出
来
る
事

は
な
い
か
、
と
サ
ロ
ン
で
の
灯
篭
の
作
成
を

企
画
し
ま
し
た
」と
語
り
ま
す
。

　
ミ
サ
さ
ん
は「
あ
の
灯
篭
流
し
の
夜
に
、

今
ま
で
ど
ん
な
に
願
っ
て
も
夢
で
会
え
な

か
っ
た
友
人
が
夢
に
現
れ
て
く
れ
た
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
す
っ
と
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し

た
」と
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

泉中央地区社協×参加者×支えあいセンターいずみ

泉中央地区社協
「みなし仮設入居者向け

サロン」

泉区
泉中央

「難しいことは何もない。仲良く楽しく唄うだけ」と江戸川さん。
会の唄「民謡で絆ひまわり音頭」は会員の小島秀子さん、我妻真寿美さんが作詞しました

手にしているのは、功三さんがサロンで作成した灯篭の絵と、ミサさんが牛乳パックで作った小物入れ。
サロン参加希望者は泉区社協022-372-1581まで問い合わせ

さん

会員
我妻真寿美さん

移転した方
今野律子さん

移転した方
江戸川　仁さん

会員
小島秀子さん

市民企画委員
佐藤静子さん 市民企画委員

秋葉トイさん
若林区社協
菅原恭子さん

参加者
阿部伊勢松さん

南材地区町内会連合会・
南材地区社協　
荻野正浩会長

山田市民センター
高橋惠子さん

さん

地域サポーター
遠藤涼子さん

参加者
歌川喜恵子さん

参加者
佐藤かね子さん

太白区家庭健康課
佐藤静香さん

地域サポーター

菊地　幸さん 参加者
遊佐かすみさん

仙台市健康増進センター
佐々木麻衣さん

支えあいセンター
いずみ
武田信子さん

参加者
古澤ミサさん 参加者

古澤功三さん
泉中央地区社協
木村和夫さん

　
市
内
外
か
ら
移
転
し
た
百
世
帯
近
く
の
被

災
世
帯
が
暮
ら
す
若
林
区
南
材
地
区
。
震

災
直
後
に
地
区
内
の
八
軒
中
学
校
に
避
難
し

た
津
波
被
災
者
を
ひ
と
月
に
わ
た
り
サ
ポ
ー

ト
し
た
こ
と
も
あ
り
、
被
災
さ
れ
た
方
と
の

関
わ
り
が
深
い
地
区
で
す
。
南
材
地
区
町
内

会
連
合
会
と
地
区
社
協
の
会
長
を
兼
務
す
る

荻
野
正
浩
さ
ん
は
、
地
域
の
借
り
上
げ
民
間

賃
貸
住
宅
に
住
む
方
に
対
し「
こ
の
土
地
に

な
じ
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
考
え
、
住
民
と

の
交
流
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
、
若
林
区
社
協
や
支
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
な
が
ら
、
被
災
世
帯
へ
の
地
域
広
報

誌
配
布
、
サ
ロ
ン
活
動
や
祭
り
へ
の
参
加
呼

び
か
け
、
地
域
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
ま

ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
一

連
の
活
動
の
甲
斐
も
あ
り
、
南
材
地
区
へ
の

転
入
を
決
め
た
方
も
い
た
そ
う
で
す
。「
気

持
ち
の
い
い
ま
ち
で
す
ね
」そ
ん
な
声
が
う

れ
し
か
っ
た
と
話
す
荻
野
さ
ん
で
す
。
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田
市
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住
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で
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部
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上
げ
公
営
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宅
に
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っ
た
こ
と
を
機
に

運
動
教
室「
に
こ
に
こ
元
気
会
」を
開
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し
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台
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と
な
り
、
進
行
役
を
務

め
る
な
ど
、
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
遠
藤
涼
子
さ
ん
は「
被
災

し
て
転
居
し
て
き
た
方
も
、
元
か
ら
の
地
域

住
民
も
、
区
別
す
る
こ
と
な
く
同
じ
地
域
に

住
む
人
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
」と
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。
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の
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入
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を
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に
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、
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は
お
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し
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よ
う
な
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」と
、

笑
顔
を
の
ぞ
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せ
ま
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た
。
参
加
者
皆
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ん

の
体
だ
け
で
は
な
く
心
も
元
気
に
。
に
こ
に

こ
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会
の
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動
は
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す
。
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西中田地域包括支援センター

運動教室「にこにこ元気会」

体操を終えて、スッキリとした笑顔を浮かべる皆さんです

交流のきっかけとなった地域の広報誌「南材地区だより」を手に笑顔の皆さん
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掛
け
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！
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ア
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ソ
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ソ
レ
♪
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軽
三
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線
奏
者
の
江
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さ
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と
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を
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と
の
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が
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に
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・
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・
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ま
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の
会
」

が
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ま
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ま
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た
。
地
域
の
市
民
企
画
委
員

も
支
援
し
二
十
八
名
が
在
籍
、
月
に
二
回
活

動
し
て
い
ま
す
。「
一
般
的
な
交
流
会
だ
と
地

域
や
支
援
者
主
導
で
被
災
さ
れ
た
方
を
支
援

し
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は『
お
世
話
し
て
く
れ

た
地
域
に
恩
返
し
を
し
た
い
』意
志
を
持
っ

た
江
戸
川
さ
ん
を
慕
う
交
流
会
」と
職
員
の

高
橋
惠
子
さ
ん
。
民
謡
の
力
が
人
を
つ
な
ぎ

ま
す
。
先
般
出
来
上
が
っ
た
会
の
唄
を「
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つ

か
太
白
区
民
皆
で
唄
え
る
よ
う
に
な
り
た
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」と
希
望
を
胸
に
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る
皆
さ
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で
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。

山田市民センター×移転した方×地域の方

山田市民センター
「民謡・絆・ひまわりの会」

太白区
山田

　
「
向
こ
う
岸
か
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流
れ
る
灯
篭
を
見
て
、

あ
っ
あ
れ
が
私
の
描
い
た
灯
篭
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
」と
語
る
の
は
、
岩
手
県
大
槌
町
で

被
災
し
た
古
澤
功
三
さ
ん
で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
大
槌
を
思
わ
な
い
日
は
な
か
っ

た
で
す
。
特
に
震
災
で
五
十
年
来
の
親
友
を

失
っ
た
こ
と
が
悲
し
く
て
辛
く
て
。
そ
の
思

い
を
灯
篭
に
込
め
ま
し
た
」と
、
妻
の
ミ
サ

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　
今
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
地
域
の
夏
祭
り

で
灯
篭
流
し
を
企
画
し
た
泉
中
央
地
区
社
協

の
木
村
和
夫
さ
ん
は「
泉
中
央
に
避
難
さ
れ

て
い
る
方
に
、
地
域
住
民
と
し
て
出
来
る
事

は
な
い
か
、
と
サ
ロ
ン
で
の
灯
篭
の
作
成
を

企
画
し
ま
し
た
」と
語
り
ま
す
。

　
ミ
サ
さ
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は「
あ
の
灯
篭
流
し
の
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に
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今
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で
ど
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な
に
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て
も
夢
で
会
え
な
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た
友
人
が
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に
現
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て
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た
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
す
っ
と
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し

た
」と
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

泉中央地区社協×参加者×支えあいセンターいずみ

泉中央地区社協
「みなし仮設入居者向け

サロン」

泉区
泉中央

「難しいことは何もない。仲良く楽しく唄うだけ」と江戸川さん。
会の唄「民謡で絆ひまわり音頭」は会員の小島秀子さん、我妻真寿美さんが作詞しました

手にしているのは、功三さんがサロンで作成した灯篭の絵と、ミサさんが牛乳パックで作った小物入れ。
サロン参加希望者は泉区社協022-372-1581まで問い合わせ
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我妻真寿美さん

移転した方
今野律子さん

移転した方
江戸川　仁さん
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小島秀子さん

市民企画委員
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若林区社協
菅原恭子さん
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南材地区町内会連合会・
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荻野正浩会長
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遠藤涼子さん
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太白区家庭健康課
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佐々木麻衣さん
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いずみ
武田信子さん
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、
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と
の
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地
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内
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兼
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賃
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住
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む
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に
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こ
の
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た
い
」と
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の
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入
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て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
、
若
林
区
社
協
や
支
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
な
が
ら
、
被
災
世
帯
へ
の
地
域
広
報

誌
配
布
、
サ
ロ
ン
活
動
や
祭
り
へ
の
参
加
呼

び
か
け
、
地
域
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
ま

ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
一

連
の
活
動
の
甲
斐
も
あ
り
、
南
材
地
区
へ
の

転
入
を
決
め
た
方
も
い
た
そ
う
で
す
。「
気

持
ち
の
い
い
ま
ち
で
す
ね
」そ
ん
な
声
が
う

れ
し
か
っ
た
と
話
す
荻
野
さ
ん
で
す
。
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造
成
工
事
が
ス
タ
ー
ト

　南
三
陸
町
は
、
海
へ
と
注
ぐ
五
つ
の
河
川
の

水
源
が
全
て
町
内
か
ら
発
す
る
、
ま
さ
に
山
と

海
が
一
体
で
つ
な
が
る
、
全
国
で
も
稀
有
な
地

域
で
す
。
町
内
ほ
ぼ
全
域
が
甚
大
な
津
波
被
害

に
遭
っ
た
た
め
、
住
民
の
多
く
が
現
在
も
仮
設

住
宅
な
ど
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
町
は
今
年
度

を「
生
活
・
住
宅
再
建
元
年
」と
位
置
付
け
、

造
成
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
❶
。
現
在
、
仮

設
診
療
所
な
ど
で
運
営
し
て
い
る
公
立
志
津
川

病
院
は
、
二
〇
一
五
年
度
開
業
を
目
指
し
て
、

八
月
か
ら
造
成
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　昨
冬
、
柳
津
か
ら
気
仙
沼
ま
で
本
格
運
用

さ
れ
た
J
R
気
仙
沼
線
B
R
T（
バ
ス
高
速
輸

送
シ
ス
テ
ム
）❷
は
、
今
年
九
月
、
一
部
区
間

で
線
路
や
ト
ン
ネ
ル
を
活
用
す
る
専
用
道
の

供
用
が
開
始
。
志
津
川
駅
や「
さ
ん
さ
ん
商
店

街
」の
隣
接
地
で
は
、
二
〇
一
五
年
度
供
用
開

始
を
目
指
し
、
三
陸
自
動
車
道
志
津
川
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
仮
称
）工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

自
然
と
共
に
あ
る
生
活
を
再
び

　県
内
有
数
の
海
洋
研
修
施
設
で
あ
る
戸
倉
地

区「
宮
城
県
志
津
川
自
然
の
家
」❸
を
訪
ね
ま
し

た
。
町
民
が
県
に
社
会
教
育
施
設
建
設
を
陳
情

し
、「
海
洋
青
年
の
家
」と
し
て
始
ま
っ
た
同
施

設
は
、〝
海
青
〞
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら「
い
か
だ
づ
く
り
」な
ど
一
部

海
洋
活
動
を
再
開
し
、主
催
事
業「
サ
マ
ー
チ
ャ

レ
ン
ジ
」に
は
、
県
内
全
域
か
ら
子
ど
も
た
ち

が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

　今
年
十
月
、
開
店
一
周
年
を
迎
え
た
歌
津
地

区「
南
三
陸
直
売
所
み
な
さ
ん
館
」❹
。「
新
鮮

な
農
海
産
物
売
買
の
場
に
加
え
、
地
域
交
流
の

場
で
も
あ
り
ま
す
」と
、
小
野
勝
良
館
長
。

　海
沿
い
の
松
原
公
園
に
建
て
ら
れ
て
い
た
モ

ア
イ
像
の
頭
部
❺
が
震
災
後
に
発
見
さ
れ
、
今

は
高
台
の
志
津
川
高
校
か
ら
町
内
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
無
線
が
再
開
し
た
昨
春

か
ら
は
、
長
く
町
民
に
愛
さ
れ
て
い
た
曲『
ひ

こ
ろ
の
風
』が
十
七
時
に
町
内
全
域
に
流
れ
、

家
路
へ
と
誘
い
ま
す
。

三
つ
の
街
区
を
核
に
整
備
進
行
中

　沿
岸
地
域
が
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
山

元
町
で
は
、
多
方
面
で
復
興
の
兆
し
が
見
え
始

め
ま
し
た
。
漁
業
で
は
特
産
の
ホ
ッ
キ
貝
を
、

海
底
に
水
流
を
当
て
浮
か
せ
て
獲
る「
噴
流
式

漁
法
」で
の
漁
再
開
を
目
指
し
て
試
験
操
業
中
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
は
、
内
陸
寄
り
へ
線
路
を
移
す

常
磐
線
が
地
権
者
に
対
し
て
用
地
交
渉
中
で
、

来
春
か
ら
の
工
事
着
手
、
そ
の
数
年
後
の
運
行

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
常
磐
自
動
車
道
は
来
年

度
内
に
福
島
県
相
馬
市
ま
で
開
通
予
定
で
す
。

　町
の
中
心
部
だ
っ
た
旧
山
下
駅
周
辺
❶
で

は
、
人
口
が
大
き
く
減
っ
た
も
の
の
、
修
繕
す

る
家
屋
も
見
ら
れ
、
集
落
再
生
が
進
み
ま
す
。

　町
で
は
震
災
復
興
計
画
を
策
定
、三
街
区（
新

山
下
・
新
坂
元
各
駅
周
辺
、
合
戦
原
医
療
福
祉

地
区
）で
二
〇
一
六
年
入
居
を
目
指
し
た
計
六

百
戸
の
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
新
山
下
駅
周
辺
❷
で
は
五
十
戸
が
入
居
済

み
で
、
隣
接
し
て
建
築
中
の
二
十
五
戸
は
二
〇

一
四
年
一
月
頃
に
入
居
出
来
る
予
定
で
す
。

産
業
創
出
は
残
っ
た
ぶ
ど
う
の
樹
か
ら

　桔
梗
屋
長
兵
衛
商
店
の
奇
跡
的
に
残
っ
た
三

本
の
ブ
ド
ウ
の
樹
を
活
か
し
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
再

建
と
、
緑
豊
か
な
ブ
ド
ウ
畑
の
景
観
創
出
を
目

指
し
て
い
る
の
が「
山
元
ワ
イ
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
方
々
❸
。
町
の
将
来
を
見

据
え
、
雇
用
を
生
み
出
し
人
口
流
失
を
防
ご
う

と
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。「
住
居
建
築
禁
止

区
域
内
で
の
事
業
。
こ
こ
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

こ
と
が
本
当
の
復
興
」と
、
メ
ン
バ
ー
で
自
身

も
ブ
ド
ウ
液
を
製
造
販
売
す
る
田
所
林
一
さ
ん

は
力
を
込
め
ま
す
。
来
年
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
先

行
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
計
画
で
す
。

　農
産
品
の
要
、
イ
チ
ゴ
は
、
再
起
を
目
指
す

生
産
者
の
イ
チ
ゴ
団
地
❹
の
一
部
が
今
夏
整
備

完
了
し
、
間
も
な
く
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

　合
戦
原
仮
設
住
宅
へ
移
転
し
た
渡
邊
佳
仁
さ

ん
一
家
が
切
り
盛
り
す
る「
金
ち
ゃ
ん
ラ
ー
メ

ン
」❺
は
自
家
製
の
平
打
ち
縮
れ
麺
が
名
物
。

他
地
域
か
ら
復
興
事
業
で
来
て
い
る
お
客
さ
ん

も
多
く
、
渡
邊
さ
ん
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
い
せ
い
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●4

●3

●5

●4

●3

●5

宮
城
県
内
の
沿
岸
部
な
ど
か
ら
移
転・転
居
し
て
仙
台

市
に
暮
ら
す
方
々
か
ら「
自
分
が
住
ん
で
い
た
地
域
は

今
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
」と
い
う
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、各
地
の

現
在
の
様
子
や
、再
開
し
た
地
域
の
お
店
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

仙台市外から避難されている方の

交流サロン
宮城・岩手沿岸部交流会
主催／青葉区家庭健康課

●11月27日（水）10:00～12:00
●青葉区役所2階（青葉区上杉1-5-1）
●茶話会、ミニ健康講話、ストレッチ体操（参加無料）
●対象／震災後に宮城・岩手県沿岸部（市内を除
く）から市内に転入された方
●はじめて参加される方は要申込（電話）
●問・申込／青葉区家庭健康課
　TEL:022-225-7211（内線6785）

双萩会
主催／双萩会

●11月26日（火）14:00～17:00
●青葉区中央市民センター（青葉区一番町2-1-4）
●茶話会および双葉町長との懇談会（参加無料）
●対象／福島県双葉町で被災された方
●申し込み不要
●問・申込／双萩会事務局
　TEL:090-3642-3661（阿部）

「みやふく DE 和むっちゃ」
第3回
主催／支えあいセンターわかばやし

●11月28日（木）10:00～12:00
●若林区中央市民センター別棟
●クリスマスリースをつくろう（参加無料）
●対象／宮城県沿岸部、福島県から避難されてい
る方
●要申込（電話）
●問・申込／支えあいセンターわかばやし
　TEL：022-781-0559
※他にもさまざまな方を対象としたサロンを開催。
詳しくは中核支えあいセンター
　（TEL:022-217-7234）まで

第16回鳴瀬サロン
主催／鳴瀬サロン

●11月9日（土）10:00～12:00
●青葉区中央市民センター（青葉区一番町2-1-4）
●室内芋煮交流会（材料費300円）
●対象／東松島市鳴瀬地区で被災された方
●はじめて参加される方は要申込（電話）
●問・申込／鳴瀬サロン事務局
　TEL:080-5562-9218（高橋）

名取市常設サロン
主催／名取市サポートセンター「どっと.なとり」

●月～金曜日　9:00～16:30
●柳生サロン：（太白区柳生4-3-12　ハイツリュミ
エール104号室）
●各種イベントを実施。詳細は要問い合わせ（参加
無料）

●対象／名取市で被災され、借り上げ民間賃貸住
宅にお住まいの方

●申し込み不要
●問・申込／　柳生サロン　TEL:022-797-2017

被 災 地
レポート

南
三
陸
町
エ
リ
ア
／
山
元
町
エ
リ
ア

❶9月下旬の旧山下駅前付近。右
奥に見えるのが簡易郵便局❷新
山下駅周辺。県内で最も早く建設
された災害公営住宅❸ワイナ
リー構想とブドウの6次産業化を
目指す毛利親房さん（左）と田所
林一さん❹生産者52戸のうち36
戸分のイチゴ団地が今夏完了❺
お勧めは味噌チャーシュー麺

❶志津川小学校校庭に建つ仮設
住宅を背に市街地を望みます❷
トンネルを抜けると美しい海原が
広がります❸近い将来には艇庫
を完成させることを目標にしてい
ます❹（左から）生産者の千葉孝
浩さん、スタッフの阿部未来さん、
館長の小野勝良さん❺チリ地震
津波災害復興30周年の1990年
にチリ共和国から贈られた像

山元町
エリア

南三陸町
エリア

取
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地
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志
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一
五
年
度
開
業
を
目
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、
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始
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線
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一
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線
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専
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供
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が
開
始
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五
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に
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再
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線
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落
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。
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い
ま

す
。
新
山
下
駅
周
辺
❷
で
は
五
十
戸
が
入
居
済

み
で
、
隣
接
し
て
建
築
中
の
二
十
五
戸
は
二
〇

一
四
年
一
月
頃
に
入
居
出
来
る
予
定
で
す
。

産
業
創
出
は
残
っ
た
ぶ
ど
う
の
樹
か
ら

　桔
梗
屋
長
兵
衛
商
店
の
奇
跡
的
に
残
っ
た
三

本
の
ブ
ド
ウ
の
樹
を
活
か
し
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
再

建
と
、
緑
豊
か
な
ブ
ド
ウ
畑
の
景
観
創
出
を
目

指
し
て
い
る
の
が「
山
元
ワ
イ
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
方
々
❸
。
町
の
将
来
を
見

据
え
、
雇
用
を
生
み
出
し
人
口
流
失
を
防
ご
う

と
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。「
住
居
建
築
禁
止

区
域
内
で
の
事
業
。
こ
こ
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

こ
と
が
本
当
の
復
興
」と
、
メ
ン
バ
ー
で
自
身

も
ブ
ド
ウ
液
を
製
造
販
売
す
る
田
所
林
一
さ
ん

は
力
を
込
め
ま
す
。
来
年
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
先

行
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
計
画
で
す
。

　農
産
品
の
要
、
イ
チ
ゴ
は
、
再
起
を
目
指
す

生
産
者
の
イ
チ
ゴ
団
地
❹
の
一
部
が
今
夏
整
備

完
了
し
、
間
も
な
く
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

　合
戦
原
仮
設
住
宅
へ
移
転
し
た
渡
邊
佳
仁
さ

ん
一
家
が
切
り
盛
り
す
る「
金
ち
ゃ
ん
ラ
ー
メ

ン
」❺
は
自
家
製
の
平
打
ち
縮
れ
麺
が
名
物
。

他
地
域
か
ら
復
興
事
業
で
来
て
い
る
お
客
さ
ん

も
多
く
、
渡
邊
さ
ん
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
い
せ
い
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●1

●2

●1

●2

●4

●3

●5

●4

●3

●5

宮
城
県
内
の
沿
岸
部
な
ど
か
ら
移
転・転
居
し
て
仙
台

市
に
暮
ら
す
方
々
か
ら「
自
分
が
住
ん
で
い
た
地
域
は

今
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
」と
い
う
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、各
地
の

現
在
の
様
子
や
、再
開
し
た
地
域
の
お
店
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

仙台市外から避難されている方の

交流サロン
宮城・岩手沿岸部交流会
主催／青葉区家庭健康課

●11月27日（水）10:00～12:00
●青葉区役所2階（青葉区上杉1-5-1）
●茶話会、ミニ健康講話、ストレッチ体操（参加無料）
●対象／震災後に宮城・岩手県沿岸部（市内を除
く）から市内に転入された方
●はじめて参加される方は要申込（電話）
●問・申込／青葉区家庭健康課
　TEL:022-225-7211（内線6785）

双萩会
主催／双萩会

●11月26日（火）14:00～17:00
●青葉区中央市民センター（青葉区一番町2-1-4）
●茶話会および双葉町長との懇談会（参加無料）
●対象／福島県双葉町で被災された方
●申し込み不要
●問・申込／双萩会事務局
　TEL:090-3642-3661（阿部）

「みやふく DE 和むっちゃ」
第3回
主催／支えあいセンターわかばやし

●11月28日（木）10:00～12:00
●若林区中央市民センター別棟
●クリスマスリースをつくろう（参加無料）
●対象／宮城県沿岸部、福島県から避難されてい
る方
●要申込（電話）
●問・申込／支えあいセンターわかばやし
　TEL：022-781-0559
※他にもさまざまな方を対象としたサロンを開催。
詳しくは中核支えあいセンター
　（TEL:022-217-7234）まで

第16回鳴瀬サロン
主催／鳴瀬サロン

●11月9日（土）10:00～12:00
●青葉区中央市民センター（青葉区一番町2-1-4）
●室内芋煮交流会（材料費300円）
●対象／東松島市鳴瀬地区で被災された方
●はじめて参加される方は要申込（電話）
●問・申込／鳴瀬サロン事務局
　TEL:080-5562-9218（高橋）

名取市常設サロン
主催／名取市サポートセンター「どっと.なとり」

●月～金曜日　9:00～16:30
●柳生サロン：（太白区柳生4-3-12　ハイツリュミ
エール104号室）
●各種イベントを実施。詳細は要問い合わせ（参加
無料）

●対象／名取市で被災され、借り上げ民間賃貸住
宅にお住まいの方

●申し込み不要
●問・申込／　柳生サロン　TEL:022-797-2017

被 災 地
レポート

南
三
陸
町
エ
リ
ア
／
山
元
町
エ
リ
ア

❶9月下旬の旧山下駅前付近。右
奥に見えるのが簡易郵便局❷新
山下駅周辺。県内で最も早く建設
された災害公営住宅❸ワイナ
リー構想とブドウの6次産業化を
目指す毛利親房さん（左）と田所
林一さん❹生産者52戸のうち36
戸分のイチゴ団地が今夏完了❺
お勧めは味噌チャーシュー麺

❶志津川小学校校庭に建つ仮設
住宅を背に市街地を望みます❷
トンネルを抜けると美しい海原が
広がります❸近い将来には艇庫
を完成させることを目標にしてい
ます❹（左から）生産者の千葉孝
浩さん、スタッフの阿部未来さん、
館長の小野勝良さん❺チリ地震
津波災害復興30周年の1990年
にチリ共和国から贈られた像

山元町
エリア

南三陸町
エリア

取
材
地



心
と
体
の
健
康
を
目
指
し
て

続
け
る
支
援

　足
の
裏
、
ふ
く
ら
は
ぎ
、
弁
慶
の
泣
き

所
…
。
オ
イ
ル
を
た
っ
ぷ
り
取
っ
た
手
が
、

時
に
優
し
く
時
に
力
強
く
、
各
所
を
揉
み

ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。

　宮
城
野
区
に
あ
る
仙
台
港
背
後
地
六
号

公
園
仮
設
住
宅
の
集
会
場
。支
援
団
体「
杜

の
都
チ
ー
ム
ド
ル
フ
ィ
ン
ド
リ
ー
ム
」に

よ
る
ふ
れ
あ
い
は
、
仮
設
住
宅
内
の
数
あ

る
支
援
活
動
の
中
で
も
特
に
人
気
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。

　い
つ
も
は
机
が
並
ぶ
集
会
所
が
月
一

回
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
早
変

わ
り
し
ま
す
。
折
り
た
た
み
式
の
ベ
ッ
ド

が
三
台
並
べ
ら
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ

ズ
ム
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
ま
す
。

　手
足
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
は
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
が
基
本
で
す
。
心
身
の
調
子
や
暮
ら

し
の
状
態
を
聞
き
取
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
自

ら
施
術
し
ま
す
。
オ
イ
ル
は
あ
え
て
無
香

料
。
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
の
香
り
が
苦
手
な
人

も
い
る
か
ら
で
す
。
オ
イ
ル
が
肌
に
合
わ

な
い
人
に
は
パ
ウ
ダ
ー
を
用
い
る
な
ど
気

を
配
っ
て
い
ま
す
。

　ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
は
医
療
行
為
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
誰
か
に
心
を
込
め

て
触
れ
ら
れ
る
心
地
良
さ
は
格
別
。
気
持

ち
よ
さ
の
あ
ま
り
、
寝
入
っ
て
し
ま
う
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　「あ
あ
〜
、
気
持
ち
良
か
っ
た
」「
体
が

軽
く
な
っ
た
よ
。
あ
り
が
と
う
」

　両
足
と
両
手
で
三
十
分
あ
ま
り
の
夢
時

間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
施
術
を
受

け
た
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
次
回
の
予
約
を

し
て
い
き
ま
す
。

　現
在
の
定
期
的
な
巡
回
先
は
、
仙
台
港

背
後
地
六
号
公
園
仮
設
住
宅
、
荒
井
小
学

校
用
地
仮
設
住
宅
、
あ
す
と
長
町
仮
設
住

宅
の
三
ヵ
所
。
ほ
か
に
石
巻
市
や
岩
手
県

宮
古
市
の
仮
設
住
宅
も
訪
問
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
通
算
百
五
十
回
の
訪
問

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　「心
と
体
は
一
つ
。
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、
皆
さ
ん
の
心
と
体
の
状
態
を
感
じ
取

る
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
で
す
」。
ド
ル

フ
ィ
ン
ド
リ
ー
ム
代
表
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
、

天
野
龍
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
施
術
間
の
様

子
や
会
話
か
ら
心
身
の
状
態
を
推
し
量

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
医
療
機
関
の
受
診

や
公
的
機
関
へ
の
相
談
な
ど
を
勧
め
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　「人
は
人
に
触
れ
ら
れ
る
と
安
心
す
る

だ
け
で
な
く
、
免
疫
力
も
向
上
す
る
ん
で

す
。
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
病
を
防
ぎ
、
心

身
の
健
康
増
進
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
一

心
で
続
け
て
い
ま
す
」

支
援
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
は

被
災
女
性
や
県
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら

　ド
ル
フ
ィ
ン
ド
リ
ー
ム
は
二
〇
一
一
年

四
月
に
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
特
徴
は
、

ス
タ
ッ
フ
も
ま
た
、
震
災
で
住
ま
い
や
仕

事
を
失
っ
た
境
遇
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
天
野
さ
ん
を
含
め

三
十
〜
四
十
代
の
女
性
九
人
。
震
災
前
は

主
婦
だ
っ
た
り
、
ホ
テ
ル
業
だ
っ
た
り
、

違
う
道
を
歩
ん
で
い
ま
し
た
。
天
野
さ
ん

主
宰
の
セ
ラ
ピ
ー
資
格
取
得
専
門
校
で
学

び
、
支
援
活
動
で
ス
キ
ル
に
磨
き
を
か
け

な
が
ら
、
将
来
的
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て

自
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
で
も
、
広
い
被
災
地
で
多
く
の
人

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
感
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
手
が
足
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
団
体
発
足
か
ら
一
年

経
っ
た
昨
年
四
月
か
ら
は
、
全
国
か
ら
訪

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
九
十
分
間
、

簡
単
な
手
技
法
を
伝
授
し
、
そ
の
日
の
う

ち
に
施
術
を
担
っ
て
も
ら
う
試
み
を
始
め

ま
し
た
。
千
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

を
目
標
に
掲
げ
、
名
付
け
て「
ふ
れ
あ
い

１
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
取
材
し
た

九
月
初
め
の
時
点
で
は
、
四
百
二
十
九
人

ま
で
共
感
の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　下
は
五
歳
か
ら
上
は
六
十
代
ま
で
、
こ

れ
ま
で
幅
広
い
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。「
他
人
の
体

に
触
れ
る
こ
と
に
対
す
る
た
め
ら
い
が
な

い
た
め
か
、
子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
上
手

な
ん
で
す
」。
天
野
さ
ん
は
一
層
の
広
が

り
に
期
待
し
ま
す
。

　取
材
日
は
四
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
来
て
い
ま
し
た
。
被
災
地
で
汗
す
る
の

は
全
員
が
初
め
て
で
し
た
。
こ
の
う
ち
岐

阜
県
の
大
学
生
の
桐
生
幸
さ
ん
は
、
半
日

あ
ま
り
で
四
人
を
ケ
ア
。
施
術
中
、
こ
ん

な
つ
ぶ
や
き
を
耳
に
し
ま
し
た
。

　「お
金
が
あ
る
人
は
仮
設
住
宅
を
出
て

新
し
い
家
に
移
れ
る
。
自
分
も
そ
う
し
た

い
が
、
先
立
つ
も
の
が
な
い
」「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
地
が
東
京
に
決
ま
っ
た
の
は

う
れ
し
い
け
ど
、
被
災
地
の
復
興
は
ど
う

な
る
の
か
…
」。
か
け
る
言
葉
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　そ
れ
で
も「
気
持
ち
い
い
と
喜
ん
で
も

ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。
心
の
距
離
が
少

し
縮
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
」。
被
災
地
の

力
に
な
れ
た
こ
と
を
噛
み
締
め
ま
す
。

支
援
を
続
け
る
た
め
に

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
を
開
設

　仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
人
た
ち
へ
の
施
術

と
被
災
さ
れ
た
女
性
の
自
立
支
援
を
両
立

さ
せ
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
皿

に
も
な
っ
て
き
た
ド
ル
フ
ィ
ン
ド
リ
ー
ム

は
昨
冬
、
若
林
区
に
新
た
な
拠
点
を
開
き

ま
し
た
。

　「Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ

　Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｎ

（
コ
コ
カ
ラ
・
サ
ロ
ン
）」。
仮
設
住
宅
で

の
施
術
は
無
料
で
す
が
、
サ
ロ
ン
で
の

サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。
収
益
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
資
金
と
な
り
、
同
時
に
セ

ラ
ピ
ス
ト
の
生
活
の
糧
と
も
な
り
ま
す
。

　店
名
に
は「
心
と
体
を
ケ
ア
す
る
場
所
」

と
い
う
意
味
と
、「
こ
こ
か
ら
再
出
発
し
よ

う
」と
の
決
意
を
込
め
ま
し
た
。

　手
技
に
よ
る
支
援
を
続
け
二
年
半
。
天

野
さ
ん
は「
直
接
相
手
に
触
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
時
に
言
葉
を
交
わ
す
以
上
の
濃

密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
な
り

ま
す
。
仮
設
住
宅
が
癒
や
し
で
い
っ
ぱ
い

に
な
る
ま
で
活
動
を
続
け
た
い
」と
決
意

を
新
た
に
し
ま
す
。

　施
術
を
受
け
る
こ
と
は
、
ど
こ
か
贅
沢

な
印
象
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が

誰
か
の
支
援
に
な
る
と
思
え
ば
感
覚
は
変

わ
り
ま
す
。
今
度
は
一
人
の
客
と
し
て
サ

ロ
ン
を
訪
れ
、
癒
や
さ
れ
よ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
も
支
援
と
知
っ
た
か
ら
で
す
。
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仮設住宅の集会所でトリートメントを行う
ドルフィンドリームのメンバー

ドルフィンドリーム代表の天野龍さん。
「寄り添うことがセラピストの役目」と語る

事業で上げた収益を支えに、ボランティア活動を展開する
「COCOKARA SALON」

触れ合うほど、心もほぐれていく

続ける

支 援

杜
の
都
チ
ー
ム

　
ド
ル
フ
ィ
ン
ド
リ
ー
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
ふ
れ
愛
支
援

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
半
あ
ま
り
。今
、さ
ま
ざ
ま
な

か
た
ち
で
支
援
を
続
け
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。地
域
に

根
づ
い
て
支
援
を
続
け
る
方
々
は
、ど
ん
な
思
い
で
活
動

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＠
仙
台

の
大
学
生
記
者
が
取
材
し
ま
し
た
。
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心
と
体
の
健
康
を
目
指
し
て

続
け
る
支
援

　足
の
裏
、
ふ
く
ら
は
ぎ
、
弁
慶
の
泣
き

所
…
。
オ
イ
ル
を
た
っ
ぷ
り
取
っ
た
手
が
、

時
に
優
し
く
時
に
力
強
く
、
各
所
を
揉
み

ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。

　宮
城
野
区
に
あ
る
仙
台
港
背
後
地
六
号

公
園
仮
設
住
宅
の
集
会
場
。支
援
団
体「
杜

の
都
チ
ー
ム
ド
ル
フ
ィ
ン
ド
リ
ー
ム
」に

よ
る
ふ
れ
あ
い
は
、
仮
設
住
宅
内
の
数
あ

る
支
援
活
動
の
中
で
も
特
に
人
気
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。

　い
つ
も
は
机
が
並
ぶ
集
会
所
が
月
一

回
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
早
変

わ
り
し
ま
す
。
折
り
た
た
み
式
の
ベ
ッ
ド

が
三
台
並
べ
ら
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ

ズ
ム
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
ま
す
。

　手
足
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
は
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
が
基
本
で
す
。
心
身
の
調
子
や
暮
ら

し
の
状
態
を
聞
き
取
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
自

ら
施
術
し
ま
す
。
オ
イ
ル
は
あ
え
て
無
香

料
。
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
の
香
り
が
苦
手
な
人

も
い
る
か
ら
で
す
。
オ
イ
ル
が
肌
に
合
わ

な
い
人
に
は
パ
ウ
ダ
ー
を
用
い
る
な
ど
気

を
配
っ
て
い
ま
す
。

　ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
は
医
療
行
為
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
誰
か
に
心
を
込
め

て
触
れ
ら
れ
る
心
地
良
さ
は
格
別
。
気
持

ち
よ
さ
の
あ
ま
り
、
寝
入
っ
て
し
ま
う
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　「あ
あ
〜
、
気
持
ち
良
か
っ
た
」「
体
が

軽
く
な
っ
た
よ
。
あ
り
が
と
う
」

　両
足
と
両
手
で
三
十
分
あ
ま
り
の
夢
時

間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
施
術
を
受

け
た
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
次
回
の
予
約
を

し
て
い
き
ま
す
。

　現
在
の
定
期
的
な
巡
回
先
は
、
仙
台
港

背
後
地
六
号
公
園
仮
設
住
宅
、
荒
井
小
学

校
用
地
仮
設
住
宅
、
あ
す
と
長
町
仮
設
住

宅
の
三
ヵ
所
。
ほ
か
に
石
巻
市
や
岩
手
県

宮
古
市
の
仮
設
住
宅
も
訪
問
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
通
算
百
五
十
回
の
訪
問

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　「心
と
体
は
一
つ
。
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、
皆
さ
ん
の
心
と
体
の
状
態
を
感
じ
取

る
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
で
す
」。
ド
ル

フ
ィ
ン
ド
リ
ー
ム
代
表
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
、

天
野
龍
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
施
術
間
の
様

子
や
会
話
か
ら
心
身
の
状
態
を
推
し
量

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
医
療
機
関
の
受
診

や
公
的
機
関
へ
の
相
談
な
ど
を
勧
め
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　「人
は
人
に
触
れ
ら
れ
る
と
安
心
す
る

だ
け
で
な
く
、
免
疫
力
も
向
上
す
る
ん
で

す
。
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
病
を
防
ぎ
、
心

身
の
健
康
増
進
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
一

心
で
続
け
て
い
ま
す
」

支
援
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
は

被
災
女
性
や
県
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら

　ド
ル
フ
ィ
ン
ド
リ
ー
ム
は
二
〇
一
一
年

四
月
に
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
特
徴
は
、

ス
タ
ッ
フ
も
ま
た
、
震
災
で
住
ま
い
や
仕

事
を
失
っ
た
境
遇
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
天
野
さ
ん
を
含
め

三
十
〜
四
十
代
の
女
性
九
人
。
震
災
前
は

主
婦
だ
っ
た
り
、
ホ
テ
ル
業
だ
っ
た
り
、

違
う
道
を
歩
ん
で
い
ま
し
た
。
天
野
さ
ん

主
宰
の
セ
ラ
ピ
ー
資
格
取
得
専
門
校
で
学

び
、
支
援
活
動
で
ス
キ
ル
に
磨
き
を
か
け

な
が
ら
、
将
来
的
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て

自
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
で
も
、
広
い
被
災
地
で
多
く
の
人

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
感
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
手
が
足
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
団
体
発
足
か
ら
一
年

経
っ
た
昨
年
四
月
か
ら
は
、
全
国
か
ら
訪

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
九
十
分
間
、

簡
単
な
手
技
法
を
伝
授
し
、
そ
の
日
の
う

ち
に
施
術
を
担
っ
て
も
ら
う
試
み
を
始
め

ま
し
た
。
千
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

を
目
標
に
掲
げ
、
名
付
け
て「
ふ
れ
あ
い

１
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
取
材
し
た

九
月
初
め
の
時
点
で
は
、
四
百
二
十
九
人

ま
で
共
感
の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　下
は
五
歳
か
ら
上
は
六
十
代
ま
で
、
こ

れ
ま
で
幅
広
い
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。「
他
人
の
体

に
触
れ
る
こ
と
に
対
す
る
た
め
ら
い
が
な

い
た
め
か
、
子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
上
手

な
ん
で
す
」。
天
野
さ
ん
は
一
層
の
広
が

り
に
期
待
し
ま
す
。

　取
材
日
は
四
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
来
て
い
ま
し
た
。
被
災
地
で
汗
す
る
の

は
全
員
が
初
め
て
で
し
た
。
こ
の
う
ち
岐

阜
県
の
大
学
生
の
桐
生
幸
さ
ん
は
、
半
日

あ
ま
り
で
四
人
を
ケ
ア
。
施
術
中
、
こ
ん

な
つ
ぶ
や
き
を
耳
に
し
ま
し
た
。

　「お
金
が
あ
る
人
は
仮
設
住
宅
を
出
て

新
し
い
家
に
移
れ
る
。
自
分
も
そ
う
し
た

い
が
、
先
立
つ
も
の
が
な
い
」「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
地
が
東
京
に
決
ま
っ
た
の
は

う
れ
し
い
け
ど
、
被
災
地
の
復
興
は
ど
う

な
る
の
か
…
」。
か
け
る
言
葉
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　そ
れ
で
も「
気
持
ち
い
い
と
喜
ん
で
も

ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。
心
の
距
離
が
少

し
縮
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
」。
被
災
地
の

力
に
な
れ
た
こ
と
を
噛
み
締
め
ま
す
。

支
援
を
続
け
る
た
め
に

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
を
開
設

　仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
人
た
ち
へ
の
施
術

と
被
災
さ
れ
た
女
性
の
自
立
支
援
を
両
立

さ
せ
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
皿

に
も
な
っ
て
き
た
ド
ル
フ
ィ
ン
ド
リ
ー
ム

は
昨
冬
、
若
林
区
に
新
た
な
拠
点
を
開
き

ま
し
た
。

　「Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ

　Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｎ

（
コ
コ
カ
ラ
・
サ
ロ
ン
）」。
仮
設
住
宅
で

の
施
術
は
無
料
で
す
が
、
サ
ロ
ン
で
の

サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。
収
益
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
資
金
と
な
り
、
同
時
に
セ

ラ
ピ
ス
ト
の
生
活
の
糧
と
も
な
り
ま
す
。

　店
名
に
は「
心
と
体
を
ケ
ア
す
る
場
所
」

と
い
う
意
味
と
、「
こ
こ
か
ら
再
出
発
し
よ

う
」と
の
決
意
を
込
め
ま
し
た
。

　手
技
に
よ
る
支
援
を
続
け
二
年
半
。
天

野
さ
ん
は「
直
接
相
手
に
触
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
時
に
言
葉
を
交
わ
す
以
上
の
濃

密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
な
り

ま
す
。
仮
設
住
宅
が
癒
や
し
で
い
っ
ぱ
い

に
な
る
ま
で
活
動
を
続
け
た
い
」と
決
意

を
新
た
に
し
ま
す
。

　施
術
を
受
け
る
こ
と
は
、
ど
こ
か
贅
沢

な
印
象
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が

誰
か
の
支
援
に
な
る
と
思
え
ば
感
覚
は
変

わ
り
ま
す
。
今
度
は
一
人
の
客
と
し
て
サ

ロ
ン
を
訪
れ
、
癒
や
さ
れ
よ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
も
支
援
と
知
っ
た
か
ら
で
す
。
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支
援

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
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か
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続
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根
づ
い
て
支
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を
続
け
る
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な
思
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で
活
動

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。情
報
ボ
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テ
ィ
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＠
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台

の
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生
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が
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読者から
ひとこと

●
震
災
か
ら
二
年
半
が
経
ち
、
皆
が
私
た

ち
の
事
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
不
安
で
す
。
で
も
考
え
て
み
れ
ば
、

自
分
た
ち
も
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
、
時
間
が
経
つ
に

つ
れ
記
憶
が
薄
れ
て
い
ま
し
た
。
今
に
な
っ

て
当
時
の
被
災
さ
れ
た
方
々
の
気
持
ち
が

分
か
り
ま
す
。

 

遠
藤
利
恵
さ
ん

●
支
援
に
来
て
く
れ
た
人
た
ち
と
季
節
の

挨
拶
状
を
や
り
取
り
し
て
い
ま
す
。
ヘ
タ

ク
ソ
だ
け
ど
絵
を
描
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

添
え
て
ね
。
地
域
の
こ
と
、
自
分
の
こ
と
、

明
る
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
で
す
ね
。

 

渡
辺
和
子
さ
ん

●
宮
城
野
区
の
扇
町
一
丁
目
仮
設
住
宅
に

私
た
ち
は
二
〇
一
一
年
六
月
に
入
っ
た
け

れ
ど
、
お
互
い
全
く
知
ら
な
い
者
同
士
で
、

話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ご
く
最
近
。

今
後
は
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
け
ど
、

仲
良
く
な
っ
た
人
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
と

良
い
ね
。
お
嫁
さ
ん
や
孫
が
た
ま
に
来
て

く
れ
て
有
り
難
い
で
す
。

 

齋
藤
も
よ
子
さ
ん
・
辺
見
文
子
さ
ん

●
お
彼
岸
に
実
家
の
岩
手
県
久
慈
市
に
帰

り
ま
し
た
。
震
災
で
電
車
が
全
線
開
通
し

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
の
効
果
で
市
内
は
観
光
客
で
す
ご
い

賑
わ
い
で
し
た
。
ド
ラ
マ
が
終
っ
て
も
、

ず
っ
と
ま
ち
が
賑
わ
う
と
い
い
で
す
ね
。

 

増
田
昌
子
さ
ん

●
子
ど
も
会
主
催
で「
南
蒲
生
復
興
祭
」を

行
い
ま
し
た
。
会
場
の
専
能
寺
や
町
内
会
、

各
団
体
の
協
力
を
受
け
て
、
た
く
さ
ん
の

方
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
六
月
か
ら

準
備
を
始
め
て
、
徐
々
に
皆
が
一
体
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
を
き
っ
か

け
に
、
明
る
く
、
前
向
き
に
進
ん
で
行
け

た
ら
い
い
で
す
ね
。

 

斉
藤
千
春
さ
ん

●
好
き
な
川
柳
で
ひ
と
こ
と
。「
お
迎
え
は

／
ど
こ
か
ら
来
る
の
と
／
孫
が
聞
く
」「
こ

の
町
で
／
ラ
ス
ト
ラ
ン
を
／
演
じ
ま
す
」

 

高
橋
實
さ
ん

●
若
林
区
の
借
り
上
げ
民
間
賃
貸
住
宅
か

ら
週
二
回
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
出
か
け
て
、

家
に
い
る
日
は
家
事
の
合
間
に
手
芸
を
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
足
が
悪
い
の
で
手
芸

の
材
料
を
買
う
の
は
人
に
お
願
い
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
の
。
好
き
な
時
に
行
け
る

と
い
い
ん
だ
け
ど
ね
。

 佐
藤
よ
し
み
さ
ん

●
仮
設
住
宅
集
会
所
に
、
奇
跡
の
ト
ラ
ン

ペ
ッ
タ
ー
・
大
野
俊
三
さ
ん
が
来
て
演
奏

し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
昔
か
ら
ジ
ャ
ズ
が

好
き
だ
っ
た
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
や
は
り
生
演
奏
は
素
晴
ら
し
い
。
ま

た
聞
き
た
い
な
あ
。

 

此
田
勝
男
さ
ん

●
復
興
公
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望
し
て

い
ま
す
が
、
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
の
で

申
し
込
み
先
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
こ
に
入
れ
る
の
か
、
こ
れ
ば
か
り
は
ま

だ
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。
愛
猫
の
ゴ
ン
太
と

離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の

で
、
希
望
地
域
に
一
緒
に
入
居
で
き
る
日

を
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

 

丹
野
礼
子
さ
ん

●
今
住
ん
で
い
る
借
り
上
げ
公
営
住
宅
が

復
興
公
営
住
宅
と
し
て
改
修
さ
れ
る
た
め
、

工
事
期
間
中
は
入
居
者
全
員
が
別
々
の
場

所
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
転
居
す

る
前
に
開
催
す
る
収
穫
祭
は
、
お
住
ま
い

の
方
や
地
域
の
方
も
交
じ
え
盛
大
に
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

阿
部
利
一
さ
ん

●
太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー
楽
楽
楽
ホ
ー
ル

で
上
演
さ
れ
た「
わ
が
ま
ち

　
な
が
ま
ち

　

愛
の
ま
ち
」と
い
う
創
作
劇
に
出
演
し
ま
し

た
。
芝
居
は
初
め
て
で
し
た
が
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
、
出
会
い
を
広
げ
た

い
で
す
ね
。
震
災
を
経
験
し
て
、
も
の
よ

り
も
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

 

鈴
木
良
一
さ
ん

読者の皆さんが普段何気なく思っていることをはじめ、
皆さんからのお知らせをお届けするコーナーです。
お茶飲みしながら、のんびり読んでくださいね。

宮城野区

中
野
小
学
校
区

復
興
対
策
委
員
会

中
野
地
区
四
町
内
会（
港・蒲
生・西
原・和
田
）が
一
丸

と
な
り
、復
興
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　復興
事
業
局
か
ら
、復
興
公
営
住
宅

優
先
入
居
対
象
者
の
応
募
速
報
値
と
し

て
、田
子
西
地
区
百
七
十
六
戸
募
集
に

対
し
て
三
十
四
世
帯
、荒
井
東
地
区
が

百
九
十
七
戸
募
集
に
対
し
て
五
十
九
世

帯
応
募
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

「
蒲
生
北
部
区
画
整
理
事
業
・
事
業
計
画

中
間
案
と
都
市
計
画
変
更
案
説
明
会
」

の
報
告
と
今
後
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。震
災
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
に
つ
い
て
、

兵
庫
県
の
事
例
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
復
興
公
営
住
宅
優
先
入
居
応
募
状
況

●
蒲
生
北
部
区
画
整
理
事
業

十
月
六
日（
日
）定
例
会
議

若林区

荒
浜
復
興
公
営
住
宅

（
戸
建
）
推
進
協
議
会

戸
建
の
復
興
公
営
住
宅
を
希
望
す
る
方
々
の
勉
強
会

で
す
。　

仙
台
市
へ
の
要
望
を
ま
と
め
る
た
め

に
、参
加
者
か
ら
戸
建
公
営
住
宅
へ
の

希
望
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。主
な
意
見

と
し
て「
戸
建
公
営
住
宅
を
数
十
軒
単

位
で
ま
と
め
て
欲
し
い
」「
園
芸
セ
ン

タ
ー
付
近
に
つ
く
っ
て
欲
し
い
」「
敷
金

や
引
越
し
費
用
の
負
担
軽
減
を
も
っ
と

考
え
て
欲
し
い
」「
地
下
鉄
開
通
に
伴
う

バ
ス
路
線
の
変
更
は
早
め
に
知
ら
せ
て

欲
し
い
」な
ど
が
出
さ
れ
、十
月
中
に
ま

と
め
る
よ
う
協
議
し
ま
し
た
。

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
要
望
書
作
成
の
た
め
の
聞
き
取
り

九
月
三
十
日（
月
）意
見
交
換
会

若林区

荒
浜
移
転

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

集
団
移
転
の
早
期
実
施
と
移
転
後
の
荒
浜
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
荒
井
西
地
区
を
希
望
す
る
会
員

を
対
象
に
、住
宅
建
築
の
共
同
発
注
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。共
同
発
注
す

る
こ
と
に
よ
り
、建
築
費
用
の
削
減
や

工
期
の
短
縮
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待

さ
れ
ま
す
が
、そ
の
導
入
方
法
な
ど
を

検
討
し
ま
し
た
。ま
た
、仙
台
市
か
ら

は
、荒
井
東
地
区
の
宅
地
申
し
込
み
が

始
ま
っ
た
こ
と
や
同
地
区
の
説
明
会
の

日
程
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
協
議

●
仙
台
市
か
ら
の
報
告

九
月
二
十
七
日（
金
）定
例
会
議

若林区

荒
浜
再
生
を
願
う
会

荒
浜
に
戻
っ
て
文
化
の
再
生
を
目
指
す
住
民
有
志
が

中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
東
北
工
業
大
学
一
番
町
ロ
ビ
ー
で
開

催
さ
れ
た『
手
し
ご
と
秋
保
彩
り
展
』〜

海
と
森
を
繋
ぐ
名
取
川「
わ
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〜
の
市
民
公
開
講
座
に
て
、会
員

が
被
災
地
荒
浜
の
現
状
を
報
告
し
、参

加
者
と
熱
心
な
話
し
合
い
を
行
い
ま
し

た
。会
場
に
は
、荒
浜
の
素
材
を
使
用
し

た
秋
保
職
人
の
作
品（
木
工
品
や
陶
器

な
ど
）が
展
示
さ
れ
、名
取
川
の
上
流
と

下
流
の
地
域
を
つ
な
ぐ
活
動
と
し
て
、

市
民
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
市
民
公
開
講
座
で
報
告
会

九
月
二
十
一
日（
土
）イ
ベ
ン
ト
参
加

まちの語り場
集団移転、単独移転、現地再建…。沿岸部にお住まい
だった方は今、お住まいの再建に向けて地域ごとに話し
合いを進めています。このコーナーでは、それぞれの団
体で話し合われている内容についてお知らせします。

問い合わせ先
委員長 高橋實 022-258-3068
定 例 会 議
毎月第1、第3日曜日16:00～
鶴巻1丁目東公園仮設住宅集会所

問い合わせ先
代表 渡辺勝江 （問い合わせがある場合は
直接定例会場においでください）
定 例 会 議
第2・4月曜日13：30～ 
荒井小学校用地仮設住宅集会所

問い合わせ先
代表 末永薫 （問い合わせがある場合は直
接定例会場においでください）
定 例 会 議
第2・4金曜日19：00～ 
サンピア2F 会議室4

問い合わせ先
代表 貴田喜一 090-8254-4270
定 例 会 議
毎週月曜日19：00～ 
荒井小学校用地仮設住宅集会所

※記載している内容は、各開催日現在での情報です。最新の情報については各団体へお問い合わせください
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読者から
ひとこと

●
震
災
か
ら
二
年
半
が
経
ち
、
皆
が
私
た

ち
の
事
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
不
安
で
す
。
で
も
考
え
て
み
れ
ば
、

自
分
た
ち
も
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
、
時
間
が
経
つ
に

つ
れ
記
憶
が
薄
れ
て
い
ま
し
た
。
今
に
な
っ

て
当
時
の
被
災
さ
れ
た
方
々
の
気
持
ち
が

分
か
り
ま
す
。

 

遠
藤
利
恵
さ
ん

●
支
援
に
来
て
く
れ
た
人
た
ち
と
季
節
の

挨
拶
状
を
や
り
取
り
し
て
い
ま
す
。
ヘ
タ

ク
ソ
だ
け
ど
絵
を
描
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

添
え
て
ね
。
地
域
の
こ
と
、
自
分
の
こ
と
、

明
る
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
で
す
ね
。

 

渡
辺
和
子
さ
ん

●
宮
城
野
区
の
扇
町
一
丁
目
仮
設
住
宅
に

私
た
ち
は
二
〇
一
一
年
六
月
に
入
っ
た
け

れ
ど
、
お
互
い
全
く
知
ら
な
い
者
同
士
で
、

話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ご
く
最
近
。

今
後
は
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
け
ど
、

仲
良
く
な
っ
た
人
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
と

良
い
ね
。
お
嫁
さ
ん
や
孫
が
た
ま
に
来
て

く
れ
て
有
り
難
い
で
す
。

 

齋
藤
も
よ
子
さ
ん
・
辺
見
文
子
さ
ん

●
お
彼
岸
に
実
家
の
岩
手
県
久
慈
市
に
帰

り
ま
し
た
。
震
災
で
電
車
が
全
線
開
通
し

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
の
効
果
で
市
内
は
観
光
客
で
す
ご
い

賑
わ
い
で
し
た
。
ド
ラ
マ
が
終
っ
て
も
、

ず
っ
と
ま
ち
が
賑
わ
う
と
い
い
で
す
ね
。

 

増
田
昌
子
さ
ん

●
子
ど
も
会
主
催
で「
南
蒲
生
復
興
祭
」を

行
い
ま
し
た
。
会
場
の
専
能
寺
や
町
内
会
、

各
団
体
の
協
力
を
受
け
て
、
た
く
さ
ん
の

方
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
六
月
か
ら

準
備
を
始
め
て
、
徐
々
に
皆
が
一
体
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
を
き
っ
か

け
に
、
明
る
く
、
前
向
き
に
進
ん
で
行
け

た
ら
い
い
で
す
ね
。

 

斉
藤
千
春
さ
ん

●
好
き
な
川
柳
で
ひ
と
こ
と
。「
お
迎
え
は

／
ど
こ
か
ら
来
る
の
と
／
孫
が
聞
く
」「
こ

の
町
で
／
ラ
ス
ト
ラ
ン
を
／
演
じ
ま
す
」

 

高
橋
實
さ
ん

●
若
林
区
の
借
り
上
げ
民
間
賃
貸
住
宅
か

ら
週
二
回
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
出
か
け
て
、

家
に
い
る
日
は
家
事
の
合
間
に
手
芸
を
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
足
が
悪
い
の
で
手
芸

の
材
料
を
買
う
の
は
人
に
お
願
い
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
の
。
好
き
な
時
に
行
け
る

と
い
い
ん
だ
け
ど
ね
。

 佐
藤
よ
し
み
さ
ん

●
仮
設
住
宅
集
会
所
に
、
奇
跡
の
ト
ラ
ン

ペ
ッ
タ
ー
・
大
野
俊
三
さ
ん
が
来
て
演
奏

し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
昔
か
ら
ジ
ャ
ズ
が

好
き
だ
っ
た
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
や
は
り
生
演
奏
は
素
晴
ら
し
い
。
ま

た
聞
き
た
い
な
あ
。

 

此
田
勝
男
さ
ん

●
復
興
公
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望
し
て

い
ま
す
が
、
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
の
で

申
し
込
み
先
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
こ
に
入
れ
る
の
か
、
こ
れ
ば
か
り
は
ま

だ
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。
愛
猫
の
ゴ
ン
太
と

離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の

で
、
希
望
地
域
に
一
緒
に
入
居
で
き
る
日

を
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

 

丹
野
礼
子
さ
ん

●
今
住
ん
で
い
る
借
り
上
げ
公
営
住
宅
が

復
興
公
営
住
宅
と
し
て
改
修
さ
れ
る
た
め
、

工
事
期
間
中
は
入
居
者
全
員
が
別
々
の
場

所
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
転
居
す

る
前
に
開
催
す
る
収
穫
祭
は
、
お
住
ま
い

の
方
や
地
域
の
方
も
交
じ
え
盛
大
に
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

阿
部
利
一
さ
ん

●
太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー
楽
楽
楽
ホ
ー
ル

で
上
演
さ
れ
た「
わ
が
ま
ち

　
な
が
ま
ち

　

愛
の
ま
ち
」と
い
う
創
作
劇
に
出
演
し
ま
し

た
。
芝
居
は
初
め
て
で
し
た
が
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
、
出
会
い
を
広
げ
た

い
で
す
ね
。
震
災
を
経
験
し
て
、
も
の
よ

り
も
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

 

鈴
木
良
一
さ
ん

読者の皆さんが普段何気なく思っていることをはじめ、
皆さんからのお知らせをお届けするコーナーです。
お茶飲みしながら、のんびり読んでくださいね。

宮城野区

中
野
小
学
校
区

復
興
対
策
委
員
会

中
野
地
区
四
町
内
会（
港・蒲
生・西
原・和
田
）が
一
丸

と
な
り
、復
興
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　復興
事
業
局
か
ら
、復
興
公
営
住
宅

優
先
入
居
対
象
者
の
応
募
速
報
値
と
し

て
、田
子
西
地
区
百
七
十
六
戸
募
集
に

対
し
て
三
十
四
世
帯
、荒
井
東
地
区
が

百
九
十
七
戸
募
集
に
対
し
て
五
十
九
世

帯
応
募
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

「
蒲
生
北
部
区
画
整
理
事
業
・
事
業
計
画

中
間
案
と
都
市
計
画
変
更
案
説
明
会
」

の
報
告
と
今
後
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。震
災
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
に
つ
い
て
、

兵
庫
県
の
事
例
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
復
興
公
営
住
宅
優
先
入
居
応
募
状
況

●
蒲
生
北
部
区
画
整
理
事
業

十
月
六
日（
日
）定
例
会
議

若林区

荒
浜
復
興
公
営
住
宅

（
戸
建
）
推
進
協
議
会

戸
建
の
復
興
公
営
住
宅
を
希
望
す
る
方
々
の
勉
強
会

で
す
。　

仙
台
市
へ
の
要
望
を
ま
と
め
る
た
め

に
、参
加
者
か
ら
戸
建
公
営
住
宅
へ
の

希
望
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。主
な
意
見

と
し
て「
戸
建
公
営
住
宅
を
数
十
軒
単

位
で
ま
と
め
て
欲
し
い
」「
園
芸
セ
ン

タ
ー
付
近
に
つ
く
っ
て
欲
し
い
」「
敷
金

や
引
越
し
費
用
の
負
担
軽
減
を
も
っ
と

考
え
て
欲
し
い
」「
地
下
鉄
開
通
に
伴
う

バ
ス
路
線
の
変
更
は
早
め
に
知
ら
せ
て

欲
し
い
」な
ど
が
出
さ
れ
、十
月
中
に
ま

と
め
る
よ
う
協
議
し
ま
し
た
。

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
要
望
書
作
成
の
た
め
の
聞
き
取
り

九
月
三
十
日（
月
）意
見
交
換
会

若林区

荒
浜
移
転

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

集
団
移
転
の
早
期
実
施
と
移
転
後
の
荒
浜
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
荒
井
西
地
区
を
希
望
す
る
会
員

を
対
象
に
、住
宅
建
築
の
共
同
発
注
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。共
同
発
注
す

る
こ
と
に
よ
り
、建
築
費
用
の
削
減
や

工
期
の
短
縮
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待

さ
れ
ま
す
が
、そ
の
導
入
方
法
な
ど
を

検
討
し
ま
し
た
。ま
た
、仙
台
市
か
ら

は
、荒
井
東
地
区
の
宅
地
申
し
込
み
が

始
ま
っ
た
こ
と
や
同
地
区
の
説
明
会
の

日
程
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
協
議

●
仙
台
市
か
ら
の
報
告

九
月
二
十
七
日（
金
）定
例
会
議

若林区

荒
浜
再
生
を
願
う
会

荒
浜
に
戻
っ
て
文
化
の
再
生
を
目
指
す
住
民
有
志
が

中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
東
北
工
業
大
学
一
番
町
ロ
ビ
ー
で
開

催
さ
れ
た『
手
し
ご
と
秋
保
彩
り
展
』〜

海
と
森
を
繋
ぐ
名
取
川「
わ
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〜
の
市
民
公
開
講
座
に
て
、会
員

が
被
災
地
荒
浜
の
現
状
を
報
告
し
、参

加
者
と
熱
心
な
話
し
合
い
を
行
い
ま
し

た
。会
場
に
は
、荒
浜
の
素
材
を
使
用
し

た
秋
保
職
人
の
作
品（
木
工
品
や
陶
器

な
ど
）が
展
示
さ
れ
、名
取
川
の
上
流
と

下
流
の
地
域
を
つ
な
ぐ
活
動
と
し
て
、

市
民
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
市
民
公
開
講
座
で
報
告
会

九
月
二
十
一
日（
土
）イ
ベ
ン
ト
参
加

まちの語り場
集団移転、単独移転、現地再建…。沿岸部にお住まい
だった方は今、お住まいの再建に向けて地域ごとに話し
合いを進めています。このコーナーでは、それぞれの団
体で話し合われている内容についてお知らせします。

問い合わせ先
委員長 高橋實 022-258-3068
定 例 会 議
毎月第1、第3日曜日16:00～
鶴巻1丁目東公園仮設住宅集会所

問い合わせ先
代表 渡辺勝江 （問い合わせがある場合は
直接定例会場においでください）
定 例 会 議
第2・4月曜日13：30～ 
荒井小学校用地仮設住宅集会所

問い合わせ先
代表 末永薫 （問い合わせがある場合は直
接定例会場においでください）
定 例 会 議
第2・4金曜日19：00～ 
サンピア2F 会議室4

問い合わせ先
代表 貴田喜一 090-8254-4270
定 例 会 議
毎週月曜日19：00～ 
荒井小学校用地仮設住宅集会所

※記載している内容は、各開催日現在での情報です。最新の情報については各団体へお問い合わせください

ら

　
ら

　
ら
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東 六 郷 地 区
　仙台市の南東部に位置する若林区の六郷地区。
古くから農耕が営まれてきた穀倉地帯です。地区東
部の二木、三本塚、種次、井土、藤塚の５つの集
落は東六郷と呼ばれ、海辺と田園が共存する風光明
媚な地域でした。
　田植えをしている写真は1961年、三本塚の様子で
す。農機が導入されていない当時、地域で協力して
手植えを行いました。その左隣の食事をとる写真は
2010年の田植え後に皆で食事を楽しむ様子です。時
代が進んでも人のつながりは健在でした。その下で、
背伸びをしてニワトリに餌をあげる男の子の写真は
1950年代の様子です。この頃、多くの家庭では養鶏
を行っていました。自給自足の生活では、子どもたち

も家の仕事をよく手伝っていたそうです。右下も同じ
時代に撮影された葬列の様子です。女性が白い布で
ほっかむりをするのは、現代ではあまりみられなくなっ
た風習です。
　左下の運動会の様子は1962年、東六郷小学校で
撮影されたもの。1873年に開校し、現在は六郷中学
校に間借りしていますが、種次の田園に囲まれた本
校舎は今も地元の方々にとって思い出の学び舎となっ
ています。真ん中の写真に写るのは1990年代、井
土浜の田んぼ一面に積もった雪の上でそり遊びをする
女の子。右隣は井土浦川で釣りを楽しむ方々です。
東六郷の豊かな自然は、子どもも大人も楽しめる最高
の遊び場でした。

写真提供／大友よしえ様、菊地裕子様、若林区まちづくり推進課（若林の原風景探検）、若林区中央市民センター
協力／佐藤勝五郎様、庄司壽夫様、六郷市民センター、RE：プロジェクト、20世紀アーカイブ仙台

写真提供に協力してくれた「RE：プロジェクト」がコーディネーターを務める催しが開催されます。『仙台市震災メモリアル・市民協働プロジェクト「伝える
学校」　 見たこと・聞いたことを言葉で伝える』11月16日（土）13:00～17:15　 仙台市市民活動サポートセンター（青葉区一番町4-1-3）　
申込不要・入場無料　問／仙台市市民協働推進課　022-214-8002
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